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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジェネリック携帯デバイスを設定する方法であって、
　第１の携帯デバイスブランドおよび第２の携帯デバイスブランドの両方に関連付けられ
た、第１の複数のエンベデッドアプリケーションを識別する段階と、
　前記第１の携帯デバイスブランドに関連付けられず、前記第２の携帯デバイスブランド
に関連付けられる第２の複数のエンベデッドアプリケーションを識別する段階と、
　前記第１の複数のエンベデッドアプリケーション、前記第２の複数のエンベデッドアプ
リケーション、および、エンベデッドロジックを前記ジェネリック携帯デバイスの第１メ
モリ領域にインストールする段階であって、前記エンベデッドロジックは、前記ジェネリ
ック携帯デバイスの第２メモリ領域から読み出しを行って前記エンベデッドロジックによ
り有効化されるべきコンテンツを識別し、前記第２の複数のエンベデッドアプリケーショ
ンが、第２メモリ領域内の１以上の書き込み可能パラメータに基づき選択的に識別される
段階と、
　第１の前記ジェネリック携帯デバイスの前記第２メモリ領域へ第１パラメータを無線通
信により書き込む段階を含み、前記第１のジェネリック携帯デバイスの前記第２の複数の
エンベデッドアプリケーションを前記第１パラメータにより選択的に識別して有効化して
、前記第１のジェネリック携帯デバイスを前記第１の携帯デバイスブランドに適合する構
成とする、前記第１のジェネリック携帯デバイスをアクティブ化する段階と
　を備え、
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　前記第１のジェネリック携帯デバイスをアクティブ化する段階は、前記第１のジェネリ
ック携帯デバイスのアイデンティティの移動通信交換局（ＭＳＣ）へのプロビジョニング
を行う段階、前記第１のジェネリック携帯デバイスの前記アイデンティティのホームロケ
ーションレジスタ（ＨＬＲ）へのプロビジョニングを行う段階、および前記第１のジェネ
リック携帯デバイスの前記アイデンティティのビジターロケーションレジスタ（ＶＬＲ）
へのプロビジョニングを行う段階の少なくとも１つを有する、
方法。
【請求項２】
　ジェネリック携帯デバイスを設定する方法であって、
　第１の携帯デバイスブランドおよび第２の携帯デバイスブランドの両方に関連付けられ
た、第１の複数のエンベデッドアプリケーションを識別する段階と、
　前記第１の携帯デバイスブランドに関連付けられず、前記第２の携帯デバイスブランド
に関連付けられる第２の複数のエンベデッドアプリケーションを識別する段階と、
　前記第１の複数のエンベデッドアプリケーション、前記第２の複数のエンベデッドアプ
リケーション、および、エンベデッドロジックを前記ジェネリック携帯デバイスの第１メ
モリ領域にインストールする段階であって、前記エンベデッドロジックは、前記ジェネリ
ック携帯デバイスの第２メモリ領域から読み出しを行って前記エンベデッドロジックによ
り有効化されるべきコンテンツを識別し、前記第２の複数のエンベデッドアプリケーショ
ンが、第２メモリ領域内の１以上の書き込み可能パラメータに基づき選択的に識別される
段階と、
　第１の前記ジェネリック携帯デバイスの前記第２メモリ領域へ第１パラメータを無線通
信により書き込む段階を含み、前記第１のジェネリック携帯デバイスの前記第２の複数の
エンベデッドアプリケーションを前記第１パラメータにより選択的に識別して有効化して
、前記第１のジェネリック携帯デバイスを前記第１の携帯デバイスブランドに適合する構
成とする、前記第１のジェネリック携帯デバイスをアクティブ化する段階と
　を備え、
　前記第１のジェネリック携帯デバイスの前記第２メモリ領域へ、ローミングエリア情報
（ＰＲＬ）を無線通信により書き込む段階をさらに備え、
　前記エンベデッドロジックはさらに、携帯電話通話の発信を行うか、または携帯電話通
話の受信を行うために前記第１のジェネリック携帯デバイスの前記第２メモリ領域から読
み出しを行う、
方法。
【請求項３】
　第２の前記ジェネリック携帯デバイスをアクティブ化する段階であって、前記第２の携
帯デバイスの前記第２メモリ領域へ第２パラメータを無線通信により書き込む段階を含み
、前記第２のジェネリック携帯デバイスの前記第１の複数のエンベデッドアプリケーショ
ンおよび前記第２の複数のエンベデッドアプリケーションを前記第２パラメータにより選
択的に識別して有効化して、前記第２のジェネリック携帯デバイスを前記第２の携帯デバ
イスブランドに適合する構成とする段階をさらに備える、請求項１または２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記第１のジェネリック携帯デバイスの前記第２メモリ領域へ前記第１パラメータを無
線通信により書き込む段階は、前記第１のジェネリック携帯デバイスをアクティブ化する
段階の後に前記第１のジェネリック携帯デバイスへ提供される通信サービスと関連付けら
れた第１サービスブランドに少なくとも部分的に基づいて行われる、請求項１から３のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記エンベデッドロジックにより有効化される前記コンテンツは、サービスブランドの
ターンオンスプラッシュページ、サービスブランドのターンオントーン、サービスブラン
ドのターンオフスプラッシュページ、サービスブランドのターンオフトーン、および、サ
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ービスブランドのロゴの少なくとも１つを含む、請求項１から４のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項６】
　ジェネリック携帯デバイスを設定する方法であって、
　実行プラットフォームが使用する、第１サービスブランドに関連付けられた第１コンテ
ンツを識別する段階と、
　前記実行プラットフォームが使用する、第２サービスブランドに関連付けられた第２コ
ンテンツを識別する段階と、
　複数のジェネリック携帯デバイスのうち第１のジェネリック携帯デバイスをアクティブ
化する段階であって、前記第１のジェネリック携帯デバイスが第１サービスブランドに関
連付けられる旨の指示に基づいて、前記第１のジェネリック携帯デバイスの第１メモリ領
域へ第１パラメータを無線通信により書き込む段階を含み、前記第１コンテンツは前記第
１パラメータに基づき選択的に識別され有効化され、前記複数のジェネリック携帯デバイ
スのそれぞれは、インストールされたファームウェアおよび前記実行プラットフォームに
基づいて認証される、前記第１のジェネリック携帯デバイスをアクティブ化する段階と、
　前記複数のジェネリック携帯デバイスのうち第２のジェネリック携帯デバイスをアクテ
ィブ化する段階であって、前記第２のジェネリック携帯デバイスが第２サービスブランド
に関連付けられる旨の指示に基づいて、前記第２のジェネリック携帯デバイスの第２メモ
リ領域へ第２パラメータを無線通信により書き込む段階を含み、前記第２コンテンツは前
記第２パラメータに基づき選択的に識別され有効化される、前記第２のジェネリック携帯
デバイスをアクティブ化する段階と、
　を備え、
　前記第１のジェネリック携帯デバイスを非アクティブ化する段階と、
　前記第１のジェネリック携帯デバイスを、前記第１のジェネリック携帯デバイスの第１
読み出し専用メモリからのジェネリック携帯デバイス出荷時設定に戻す段階と、
　前記第１のジェネリック携帯デバイスを再アクティブ化する段階であって、前記第１の
ジェネリック携帯デバイスが第３サービスブランドに関連付けられる旨の指示に基づいて
、前記第１のジェネリック携帯デバイスの第１メモリ領域へ第３パラメータを無線通信に
より書き込む段階を含み、前記第３サービスブランドに関連付けられた第３コンテンツは
前記第３パラメータに基づき選択的に識別され有効化される、前記第１のジェネリック携
帯デバイスを再アクティブ化する段階と、
　をさらに備え、
　前記第１サービスブランドと関連付けられた第１サービスブランドマークを外面上に有
する第１バッテリカバーを、前記第１のジェネリック携帯デバイスから取り外す段階と、
　前記第３サービスブランドと関連付けられた第２サービスブランドマークを外面上に有
する第２バッテリカバーを、前記第１のジェネリック携帯デバイスに取り付ける段階と
　をさらに備える、方法。
【請求項７】
　前記第１メモリ領域および前記第２メモリ領域は前記第１のジェネリック携帯デバイス
および前記第２のジェネリック携帯デバイスのそれぞれ互いに対応するアドレスにあり、
前記ファームウェアは前記互いに対応するアドレスから読み出しを行い、前記ファームウ
ェアが前記第１のジェネリック携帯デバイス上で実行される場合には、前記第１コンテン
ツを前記第１のジェネリック携帯デバイス上で提供し、前記ファームウェアが前記第２の
ジェネリック携帯デバイス上で実行される場合には、前記第２コンテンツを前記第２のジ
ェネリック携帯デバイス上で提供する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記実行プラットフォームは、Ａｎｄｒｏｉｄ実行プラットフォーム、ＪＡＶＡ（登録
商標）仮想マシン、Ｓｙｍｂｉａｎ実行プラットフォーム、ＢＲＥＷ実行プラットフォー
ム、ＷｅｂＯＳ実行プラットフォーム、およびＭｏｂｉｌｅ　Ｅｘｐｌｏｒｅｒ実行プラ
ットフォームのうちいずれか１つである、請求項６または７に記載の方法。
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【請求項９】
　前記第１コンテンツは、第１サービスブランドのターンオンスプラッシュスクリーンの
参照、第１サービスブランドのターンオントーンの参照、第１サービスブランドのターン
オフスプラッシュスクリーンの参照、第１サービスブランドのターンオフトーントーンの
参照、第１サービスブランドのロゴの参照、第１サービスブランドのボイスメールの参照
、および第１サービスブランドのオンラインストアの参照のうち少なくとも１つを識別す
るカスタム設定パックである、請求項６から８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　ジェネリック携帯デバイスを設定するためのサーバであって、
　１以上のプロセッサと、
　メモリと、
　前記メモリに格納されるアプリケーションであって、前記１以上のプロセッサにより実
行されると、
　共通のファームウェアがインストールされた複数のジェネリック携帯デバイスのうちの
１つである第１のジェネリック携帯デバイスから第１アクティブ化メッセージを受信し、
　前記第１アクティブ化メッセージに応答して、前記第１のジェネリック携帯デバイスと
関連付けられた第１サービスブランドを識別し、
　前記第１サービスブランドに基づき、前記第１のジェネリック携帯デバイスのメモリへ
、前記第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオンスプラッシュスクリーン、
前記第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオントーン、前記第１サービスブ
ランドと関連付けられた第１ターンオフスプラッシュスクリーン、前記第１サービスブラ
ンドと関連付けられた第１ターンオフトーン、前記第１サービスブランドと関連付けられ
た第１ボイスメールサービスへの参照、および前記第１サービスブランドと関連付けられ
たオンラインストアのユニバーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちの少なくとも１つであ
る第１コンテンツを選択的に識別し有効化するための第１パラメータを無線通信により書
き込み、
　前記複数のジェネリック携帯デバイスのうちの第２のジェネリック携帯デバイスから第
２アクティブ化メッセージを受信し、
　前記第２アクティブ化メッセージに応答して、前記第２のジェネリック携帯デバイスと
関連付けられた第２サービスブランドを識別し、
　前記第２サービスブランドに基づき、前記第２のジェネリック携帯デバイスのメモリへ
、前記第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオンスプラッシュスクリーン、
前記第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオントーン、前記第２サービスブ
ランドと関連付けられた第２ターンオフスプラッシュスクリーン、前記第２サービスブラ
ンドと関連付けられた第２ターンオフトーン、前記第２サービスブランドと関連付けられ
た第２ボイスメールサービスへの参照、および前記第２サービスブランドと関連付けられ
たオンラインストアのユニバーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちの少なくとも１つであ
る第２コンテンツを選択的に識別し有効化するための第２パラメータを無線通信により書
き込む、
　アプリケーションと
　を備え、
　前記複数のジェネリック携帯デバイスのそれぞれにはＡｎｄｒｏｉｄ実行プラットフォ
ームがインストールされ、
　前記第１コンテンツおよび前記第２コンテンツは、前記Ａｎｄｒｏｉｄ実行プラットフ
ォームで利用され得るよう認証される、サーバ。
【請求項１１】
　ジェネリック携帯デバイスを設定するためのサーバであって、
　１以上のプロセッサと、
　メモリと、
　前記メモリに格納されるアプリケーションであって、前記１以上のプロセッサにより実
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行されると、
　共通のファームウェアがインストールされた複数のジェネリック携帯デバイスのうちの
１つである第１のジェネリック携帯デバイスから第１アクティブ化メッセージを受信し、
　前記第１アクティブ化メッセージに応答して、前記第１のジェネリック携帯デバイスと
関連付けられた第１サービスブランドを識別し、
　前記第１サービスブランドに基づき、前記第１のジェネリック携帯デバイスのメモリへ
、前記第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオンスプラッシュスクリーン、
前記第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオントーン、前記第１サービスブ
ランドと関連付けられた第１ターンオフスプラッシュスクリーン、前記第１サービスブラ
ンドと関連付けられた第１ターンオフトーン、前記第１サービスブランドと関連付けられ
た第１ボイスメールサービスへの参照、および前記第１サービスブランドと関連付けられ
たオンラインストアのユニバーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちの少なくとも１つであ
る第１コンテンツを選択的に識別し有効化するための第１パラメータを無線通信により書
き込み、
　前記複数のジェネリック携帯デバイスのうちの第２のジェネリック携帯デバイスから第
２アクティブ化メッセージを受信し、
　前記第２アクティブ化メッセージに応答して、前記第２のジェネリック携帯デバイスと
関連付けられた第２サービスブランドを識別し、
　前記第２サービスブランドに基づき、前記第２のジェネリック携帯デバイスのメモリへ
、前記第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオンスプラッシュスクリーン、
前記第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオントーン、前記第２サービスブ
ランドと関連付けられた第２ターンオフスプラッシュスクリーン、前記第２サービスブラ
ンドと関連付けられた第２ターンオフトーン、前記第２サービスブランドと関連付けられ
た第２ボイスメールサービスへの参照、および前記第２サービスブランドと関連付けられ
たオンラインストアのユニバーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちの少なくとも１つであ
る第２コンテンツを選択的に識別し有効化するための第２パラメータを無線通信により書
き込む、
　アプリケーションと
　を備え、
　前記アプリケーションはさらに、前記第１のジェネリック携帯デバイスと関連付けられ
たサービスプランを分析し、
　前記アプリケーションは、前記第１のジェネリック携帯デバイスと関連付けられた前記
サービスプランに少なくとも部分的に基づき、前記第１パラメータを書き込む、サーバ。
【請求項１２】
　ジェネリック携帯デバイスを設定するためのサーバであって、
　１以上のプロセッサと、
　メモリと、
　前記メモリに格納されるアプリケーションであって、前記１以上のプロセッサにより実
行されると、
　共通のファームウェアがインストールされた複数のジェネリック携帯デバイスのうちの
１つである第１のジェネリック携帯デバイスから第１アクティブ化メッセージを受信し、
　前記第１アクティブ化メッセージに応答して、前記第１のジェネリック携帯デバイスと
関連付けられた第１サービスブランドを識別し、
　前記第１サービスブランドに基づき、前記第１のジェネリック携帯デバイスのメモリへ
、前記第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオンスプラッシュスクリーン、
前記第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオントーン、前記第１サービスブ
ランドと関連付けられた第１ターンオフスプラッシュスクリーン、前記第１サービスブラ
ンドと関連付けられた第１ターンオフトーン、前記第１サービスブランドと関連付けられ
た第１ボイスメールサービスへの参照、および前記第１サービスブランドと関連付けられ
たオンラインストアのユニバーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちの少なくとも１つであ
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る第１コンテンツを選択的に識別し有効化するための第１パラメータを無線通信により書
き込み、
　前記複数のジェネリック携帯デバイスのうちの第２のジェネリック携帯デバイスから第
２アクティブ化メッセージを受信し、
　前記第２アクティブ化メッセージに応答して、前記第２のジェネリック携帯デバイスと
関連付けられた第２サービスブランドを識別し、
　前記第２サービスブランドに基づき、前記第２のジェネリック携帯デバイスのメモリへ
、前記第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオンスプラッシュスクリーン、
前記第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオントーン、前記第２サービスブ
ランドと関連付けられた第２ターンオフスプラッシュスクリーン、前記第２サービスブラ
ンドと関連付けられた第２ターンオフトーン、前記第２サービスブランドと関連付けられ
た第２ボイスメールサービスへの参照、および前記第２サービスブランドと関連付けられ
たオンラインストアのユニバーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちの少なくとも１つであ
る第２コンテンツを選択的に識別し有効化するための第２パラメータを無線通信により書
き込む、
　アプリケーションと
　を備え、
　前記複数のジェネリック携帯デバイスは、１つの在庫保管単位（ＳＫＵ）番号と関連付
けられる、サーバ。
【請求項１３】
　ジェネリック携帯デバイスを設定するためのサーバであって、
　１以上のプロセッサと、
　メモリと、
　前記メモリに格納されるアプリケーションであって、前記１以上のプロセッサにより実
行されると、
　共通のファームウェアがインストールされた複数のジェネリック携帯デバイスのうちの
１つである第１のジェネリック携帯デバイスから第１アクティブ化メッセージを受信し、
　前記第１アクティブ化メッセージに応答して、前記第１のジェネリック携帯デバイスと
関連付けられた第１サービスブランドを識別し、
　前記第１サービスブランドに基づき、前記第１のジェネリック携帯デバイスのメモリへ
、前記第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオンスプラッシュスクリーン、
前記第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオントーン、前記第１サービスブ
ランドと関連付けられた第１ターンオフスプラッシュスクリーン、前記第１サービスブラ
ンドと関連付けられた第１ターンオフトーン、前記第１サービスブランドと関連付けられ
た第１ボイスメールサービスへの参照、および前記第１サービスブランドと関連付けられ
たオンラインストアのユニバーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちの少なくとも１つであ
る第１コンテンツを選択的に識別し有効化するための第１パラメータを無線通信により書
き込み、
　前記複数のジェネリック携帯デバイスのうちの第２のジェネリック携帯デバイスから第
２アクティブ化メッセージを受信し、
　前記第２アクティブ化メッセージに応答して、前記第２のジェネリック携帯デバイスと
関連付けられた第２サービスブランドを識別し、
　前記第２サービスブランドに基づき、前記第２のジェネリック携帯デバイスのメモリへ
、前記第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオンスプラッシュスクリーン、
前記第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオントーン、前記第２サービスブ
ランドと関連付けられた第２ターンオフスプラッシュスクリーン、前記第２サービスブラ
ンドと関連付けられた第２ターンオフトーン、前記第２サービスブランドと関連付けられ
た第２ボイスメールサービスへの参照、および前記第２サービスブランドと関連付けられ
たオンラインストアのユニバーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちの少なくとも１つであ
る第２コンテンツを選択的に識別し有効化するための第２パラメータを無線通信により書
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き込む、
　アプリケーションと
　を備え、
　前記アプリケーションはさらに、前記第１のジェネリック携帯デバイスのアイデンティ
ティの移動通信交換局（ＭＳＣ）へのプロビジョニングを行うこと、前記第１のジェネリ
ック携帯デバイスの前記アイデンティティのホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）への
プロビジョニングを行うこと、および前記第１のジェネリック携帯デバイスの前記アイデ
ンティティのビジターロケーションレジスタ（ＶＬＲ）へのプロビジョニングを行うこと
の少なくとも１つを実行する、サーバ。
【請求項１４】
　ジェネリック携帯デバイスを設定するためのサーバであって、
　１以上のプロセッサと、
　メモリと、
　前記メモリに格納されるアプリケーションであって、前記１以上のプロセッサにより実
行されると、
　共通のファームウェアがインストールされた複数のジェネリック携帯デバイスのうちの
１つである第１のジェネリック携帯デバイスから第１アクティブ化メッセージを受信し、
　前記第１アクティブ化メッセージに応答して、前記第１のジェネリック携帯デバイスと
関連付けられた第１サービスブランドを識別し、
　前記第１サービスブランドに基づき、前記第１のジェネリック携帯デバイスのメモリへ
、前記第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオンスプラッシュスクリーン、
前記第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオントーン、前記第１サービスブ
ランドと関連付けられた第１ターンオフスプラッシュスクリーン、前記第１サービスブラ
ンドと関連付けられた第１ターンオフトーン、前記第１サービスブランドと関連付けられ
た第１ボイスメールサービスへの参照、および前記第１サービスブランドと関連付けられ
たオンラインストアのユニバーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちの少なくとも１つであ
る第１コンテンツを選択的に識別し有効化するための第１パラメータを無線通信により書
き込み、
　前記複数のジェネリック携帯デバイスのうちの第２のジェネリック携帯デバイスから第
２アクティブ化メッセージを受信し、
　前記第２アクティブ化メッセージに応答して、前記第２のジェネリック携帯デバイスと
関連付けられた第２サービスブランドを識別し、
　前記第２サービスブランドに基づき、前記第２のジェネリック携帯デバイスのメモリへ
、前記第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオンスプラッシュスクリーン、
前記第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオントーン、前記第２サービスブ
ランドと関連付けられた第２ターンオフスプラッシュスクリーン、前記第２サービスブラ
ンドと関連付けられた第２ターンオフトーン、前記第２サービスブランドと関連付けられ
た第２ボイスメールサービスへの参照、および前記第２サービスブランドと関連付けられ
たオンラインストアのユニバーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちの少なくとも１つであ
る第２コンテンツを選択的に識別し有効化するための第２パラメータを無線通信により書
き込む、
　アプリケーションと
　を備え、
　前記アプリケーションはさらに、前記第１のジェネリック携帯デバイスの前記メモリへ
、ローミングエリア情報を無線通信により書き込むことを実行する、
サーバ。
【請求項１５】
　前記サーバは、複数のコンピュータにある複数のプロセッサを有する、請求項１０から
１４のいずれか１項に記載のサーバ。
【請求項１６】
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　前記第１サービスブランドに基づき前記アプリケーションは、前記第１のジェネリック
携帯デバイスの前記メモリへ他のパラメータを無線通信により書き込み、前記複数のジェ
ネリック携帯デバイスにインストールされた共通のファームウェアの休止状態にある機能
を有効化する、請求項１０から１５のいずれか１項に記載のサーバ。
【請求項１７】
　前記複数のジェネリック携帯デバイスのそれぞれは単一の認証処理により認証される、
請求項１０から１６のいずれか１項に記載のサーバ。
【請求項１８】
　前記第１メモリ領域は読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）であり、前記第２メモリ領域はラ
ンダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）である請求項１から５のいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　携帯電話は、携帯電話基地局またはセルサイトとして知られる基地局により提供される
ネットワーク接続性に基づきモバイル音声通信またはモバイルデータ通信を行うべく用い
られる電子装置である。電子装置は電子シリアル番号（ＥＳＮ）、在庫保管単位（ＳＫＵ
）、および他の識別情報と関連付けられることがある。電子装置は、エンドユーザへの流
通に適した販売時点管理パッケージで、操作マニュアル、警告書類、充電機器、および他
の付属品と共にパッケージ化されることがある。それぞれが電子装置を含む複数の販売時
点管理パッケージが小売店または事業拠点へまとめて発送されることがある。発送される
前に電子装置は、固有のパッケージ、ハードウェアおよびソフトウェアブランド設定、特
徴、並びに機能を有するよう設定されていることがある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００２】
　本発明の第１の態様においては、ジェネリック携帯デバイスを設定する方法であって、
第１の携帯デバイスブランドおよび第２の携帯デバイスブランドの両方に関連付けられた
、第１の複数のエンベデッドアプリケーションを識別する段階と、前記第１の携帯デバイ
スブランドに関連付けられず、前記第２の携帯デバイスブランドに関連付けられる第２の
複数のエンベデッドアプリケーションを識別する段階と、前記第１の複数のエンベデッド
アプリケーション、前記第２の複数のエンベデッドアプリケーション、および、エンベデ
ッドロジックを前記ジェネリック携帯デバイスの第１メモリ領域にインストールする段階
であって、前記エンベデッドロジックは、前記ジェネリック携帯デバイスの第２メモリ領
域から読み出しを行って前記エンベデッドロジックにより有効化されるべきコンテンツを
識別し、前記第２の複数のエンベデッドアプリケーションが、第２メモリ領域内の１以上
の書き込み可能パラメータに基づき選択的に識別される段階と、第１の前記ジェネリック
携帯デバイスの前記第２メモリ領域へ第１パラメータを無線通信により書き込む段階を含
み、前記第１のジェネリック携帯デバイスの前記第１の複数のエンベデッドアプリケーシ
ョンを前記第１パラメータにより選択的に識別して有効化して、前記第１のジェネリック
携帯デバイスを前記第１の携帯デバイスブランドに適合する構成とする、前記第１のジェ
ネリック携帯デバイスをアクティブ化する段階とを備える方法を提供する。
　本発明の第２の態様においては、ジェネリック携帯デバイスを設定する方法であって、
実行プラットフォームが使用する、第１サービスブランドに関連付けられた第１コンテン
ツを識別する段階と、前記実行プラットフォームが使用する、第２サービスブランドに関
連付けられた第２コンテンツを識別する段階と、複数のジェネリック携帯デバイスのうち
第１のジェネリック携帯デバイスをアクティブ化する段階であって、前記第１のジェネリ
ック携帯デバイスが第１サービスブランドに関連付けられる旨の指示に基づいて、前記第
１のジェネリック携帯デバイスの第１メモリ領域へ第１パラメータを無線通信により書き
込む段階を含み、前記第１コンテンツは前記第１パラメータに基づき選択的に識別され有
効化され、前記複数のジェネリック携帯デバイスのそれぞれは、インストールされたファ
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ームウェアおよび前記実行プラットフォームに基づいて認証される、前記第１のジェネリ
ック携帯デバイスをアクティブ化する段階と、前記複数のジェネリック携帯デバイスのう
ち第２のジェネリック携帯デバイスをアクティブ化する段階であって、前記第２のジェネ
リック携帯デバイスが第２サービスブランドに関連付けられる旨の指示に基づいて、前記
第２のジェネリック携帯デバイスの第２メモリ領域へ第２パラメータを無線通信により書
き込む段階を含み、前記第２コンテンツは前記第２パラメータに基づき選択的に識別され
有効化される、前記第２のジェネリック携帯デバイスをアクティブ化する段階と、を備え
る方法を提供する。
　本発明の第３の態様においては、ジェネリック携帯デバイスを設定するためのサーバで
あって、１以上のプロセッサと、メモリと、前記メモリに格納されるアプリケーションで
あって、前記１以上のプロセッサにより実行されると、共通のファームウェアがインスト
ールされた複数のジェネリック携帯デバイスのうちの１つである第１のジェネリック携帯
デバイスから第１アクティブ化メッセージを受信し、前記第１アクティブ化メッセージに
応答して、前記第１のジェネリック携帯デバイスと関連付けられた第１サービスブランド
を識別し、前記第１サービスブランドに基づき、前記第１のジェネリック携帯デバイスの
メモリへ、前記第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオンスプラッシュスク
リーン、前記第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオントーン、前記第１サ
ービスブランドと関連付けられた第１ターンオフスプラッシュスクリーン、前記第１サー
ビスブランドと関連付けられた第１ターンオフトーン、前記第１サービスブランドと関連
付けられた第１ボイスメールサービスへの参照、および前記第１サービスブランドと関連
付けられたオンラインストアのユニバーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちの少なくとも
１つである第１コンテンツを選択的に識別し有効化するための第１パラメータを無線通信
により書き込み、前記複数のジェネリック携帯デバイスのうちの第２のジェネリック携帯
デバイスから第２アクティブ化メッセージを受信し、前記第２アクティブ化メッセージに
応答して、前記第２のジェネリック携帯デバイスと関連付けられた第２サービスブランド
を識別し、前記第２サービスブランドに基づき、前記第２のジェネリック携帯デバイスの
メモリへ、前記第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオンスプラッシュスク
リーン、前記第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオントーン、前記第２サ
ービスブランドと関連付けられた第２ターンオフスプラッシュスクリーン、前記第２サー
ビスブランドと関連付けられた第２ターンオフトーン、前記第２サービスブランドと関連
付けられた第２ボイスメールサービスへの参照、および前記第２サービスブランドと関連
付けられたオンラインストアのユニバーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちの少なくとも
１つである第２コンテンツを選択的に識別し有効化するための第２パラメータを無線通信
により書き込む、アプリケーションとを備えるサーバを提供する。
　一実施形態において、携帯電話に対し無線通信サービスを提供する方法が開示される。
方法は、共に同モデルのジェネリック携帯電話をベースとする第１ブランドの携帯電話モ
デルおよび第２ブランドの携帯電話モデルの両方に用いられる、第１の複数のエンベデッ
ドアプリケーションを識別する段階を含む。方法はさらに、第１ブランドの携帯電話モデ
ルに用いられ、第２ブランドの携帯電話モデルに用いられない第２の複数のエンベデッド
アプリケーションを識別する段階と、ジェネリック携帯電話のメーカに対し、ジェネリッ
ク携帯電話の読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）内に第１の複数のエンベデッドアプリケーシ
ョンをインストールするよう指示し、ジェネリック携帯電話のメーカに対し、ジェネリッ
ク携帯電話の読み出し専用メモリ内に第２の複数のエンベデッドアプリケーションをイン
ストールするよう指示する段階であり、第２の複数のエンベデッドアプリケーションの機
能は、ジェネリック携帯電話のランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）内の１以上の書き込み
可能パラメータに基づき有効化される段階を含む。方法はさらに、ジェネリック携帯電話
のメーカに対し、ジェネリック携帯電話の読み出し専用メモリ内に、ジェネリック携帯電
話のランダムアクセスメモリ内の第１の場所から読み出しを行いエンベデッドロジックに
より与えられるべきコンテンツの参照を得るエンベデッドロジックをインストールするよ
う指示する段階と、第１ブランドの携帯電話モデルである第１携帯電話をアクティブ化す
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る段階と、第１携帯電話をアクティブ化する段階に応答して、第１ブランドの携帯電話モ
デルに適合する構成とする第１携帯電話のランダムアクセスメモリ内の第１の場所へ第１
のコンテンツの参照を無線通信により書き込む段階とを含む。
【０００３】
　一実施形態において、携帯電話に対し無線通信サービスを提供する方法が開示される。
方法は、ジェネリック携帯電話のメーカに対し、ジェネリック携帯電話にファームウェア
をインストールするよう指示する段階であり、ジェネリック携帯電話は、ファームウェア
、およびジェネリック携帯電話にインストールされた実行プラットフォームに基づいて認
証される段階と、実行プラットフォームが利用できるように第１コンテンツを認証する段
階と、実行プラットフォームが利用できるように第２コンテンツを認証する段階とを含む
。方法はさらに、複数のジェネリック携帯電話のうち１つである第１携帯電話をアクティ
ブ化する段階と、第１携帯電話をアクティブ化する段階に応答して、第１携帯電話と関連
付けられた第１サービスブランドを自動的に識別する段階と、第１サービスブランドに基
づき、第１携帯電話モバイルデバイスの第１メモリ領域へ、第１コンテンツの参照を無線
通信により書き込む段階とを含む。方法はさらに、複数のジェネリック携帯電話のうち他
の１つである第２携帯電話をアクティブ化する段階と、第２携帯電話をアクティブ化する
段階に応答して、第２携帯電話と関連付けられた第２サービスブランドを自動的に識別す
る段階と、第２サービスブランドに基づき、第２携帯電話モバイルデバイスの第２メモリ
領域へ、第２コンテンツの参照を無線通信により書き込む段階とを含む。
【０００４】
　一実施形態において、サービスアウェアネスプロビジョニングサーバが開示される。サ
ーバは、１以上のプロセッサと、メモリと、メモリに格納されるアプリケーションであり
、１以上のプロセッサにより実行されると、複数のジェネリック携帯電話のうちの１つで
ある第１携帯電話から第１アクティブ化メッセージを受信するアプリケーションを含む。
第１アクティブ化メッセージに応答して、サーバは、第１携帯電話と関連付けられた第１
サービスブランドを識別し、第１サービスブランドに基づき、第１携帯電話のメモリへ、
第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオンスプラッシュスクリーン、第１サ
ービスブランドと関連付けられた第１ターンオントーン、第１サービスブランドと関連付
けられた第１ターンオフスプラッシュスクリーン、第１サービスブランドと関連付けられ
た第１ターンオフトーン、第１サービスブランドと関連付けられた第１ボイスメールサー
ビスへの参照、および第１サービスブランドと関連付けられたオンラインストアのユニバ
ーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちいずれか１つである第１コンテンツの参照を無線通
信により書き込む。サーバは、複数のジェネリック携帯電話のうち他の１つである第２携
帯電話から第２アクティブ化メッセージを受信し、第２アクティブ化メッセージに応答し
て、第２携帯電話と関連付けられた第２サービスブランドを識別し、第２サービスブラン
ドに基づき、第２携帯電話のメモリへ、第２サービスブランドと関連付けられた第２ター
ンオンスプラッシュスクリーン、第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオン
トーン、第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオフスプラッシュスクリーン
、第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオフトーン、第２サービスブランド
と関連付けられた第２ボイスメールサービスへの参照、および第２サービスブランドと関
連付けられたオンラインストアのユニバーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちいずれか１
つである第２コンテンツの参照を無線通信により書き込む。
【０００５】
　これらおよび他の特徴は、添付の図面および特許請求の範囲と関連して示される以下の
詳細な説明により、よりよく理解いただけるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
　本願発明をよりよく理解いただけるよう、添付の図面および詳細な説明と関連して以下
の説明を参照し説明を行う。同様の符号は同様の部位を示す。
【図１】図１は、本願発明の一実施形態に係るプロビジョニングシステムを示すブロック
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図である。
【図２】図２は、本願発明の一実施形態に係るデバイス設定の各レベルを示す。
【図３】図３は、本願発明の一実施形態に係る方法を示すフローチャートである。
【図４】図４は、本願発明の一実施形態に係る方法を示すフローチャートである。
【図５】図５は、本願発明の一実施形態に係るモバイルデバイスを示す。
【図６】図６は、本願発明の一実施形態に係るモバイルデバイスを示すブロック図である
。
【図７】図７は、本願発明の一実施形態に係るモバイルデバイスのソフトウェアアーキテ
クチャを示すブロック図である。
【図８】図８は、本願発明の一実施形態に係るコンピュータシステムを示すブロック図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　１以上の実施形態の例示的な実施例を以下に説明するが、従来から公知の、または現時
点で存在しない技術の１以上を用いて、本願発明のシステムおよび方法を実施してもよい
。本願発明は以下に説明する例示的な実施例、図面、および技術によって限定されず、特
許請求項の態様、およびその同等物の態様の範囲内で変更を加えることが可能である。
【０００８】
　ジェネリック装置を携帯電子デバイスとして設定するシステムおよび方法について説明
する。携帯電子デバイスの各モデル、各ブランド、さらには各色に合わせた固有の装置設
定が必要であることにより、在庫保管単位（ＳＫＵ）を購入可能な個別の製品毎に分ける
ことが必要となり、在庫管理および流通の面で複雑さが増している。これら固有の設定が
あることにより、携帯電子デバイスのファームウェアの一部として届けられる特徴および
エンベデッドアプリケーションもまた固有なものとなる。特徴とアプリケーションとの組
み合わせが互いに異なることにより、例えば、行われるテストおよび認証処理が広範なも
のとなり、よって、携帯電子デバイスの実際のハードウェアのコストに加え、オーバーヘ
ッドコストが増大する。固有の設定の必要性を低減させるべく、携帯電話モデルの複数の
バージョンに亘ってブランド設定またはカスタム設定に関わらず用いられるアプリケーシ
ョンを識別し、ジェネリック携帯電話と共に届けられるファームウェア内でそれらエンベ
デッドアプリケーションをパッケージ化する分析が行われる。場合によっては、このファ
ームウェアはジェネリックファームウェアと呼ばれることがある。全てのバージョンでは
用いられない任意のエンベデッドアプリケーションは、ジェネリックファームウェア内で
パッケージ化された状態で、有効化または無効化されてよい。これにより相手先商標製品
の製造会社（ＯＥＭ）は、最小限のブランド設定のみが行われた、若しくはブランド設定
が全く行われてない状態で、そのまま用いることが出来るデフォルト設定を届けることが
可能となる。その後サービス提供者は、改善されたプロビジョニング処理を通じ、サービ
スアクティブ化の際に適宜、ブランド設定およびカスタム設定を行う。
【０００９】
　一実施形態において、ファームウェアは携帯電子デバイスの読み出し専用メモリ（ＲＯ
Ｍ）内に格納されており、これにより、当該携帯電子デバイスの一般ユーザは、容易にフ
ァームウェアの書き換えまたは上書きを行うことが出来ない。典型的には、携帯電子デバ
イスの基本機能を損なうことがないよう携帯電子デバイスの一般ユーザは、ファームウェ
アの書き換えまたは削除、若しくは携帯電子デバイスへのファームウェアのダウンロード
を容易に行えない。コンフィギュレーションデータは、ユーザが例えば装置および／また
はアプリケーションの設定用インタフェースを用いて、携帯電子デバイスのメモリへの書
き込み、当該メモリ内での変更、または当該メモリからの削除が場合によっては可能であ
る点で、ファームウェアとは対照的である。さらに、アプリケーションは、ユーザが携帯
電子デバイスへのダウンロードまたは格納、携帯電子デバイス上での実行、若しくは携帯
電子デバイスからの削除を行える点で、ファームウェアとは対照的である。
【００１０】
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　図１は、通信システム１０を示す。システム１０は、携帯電話１２、基地局（ＢＴＳ）
１４、ネットワーク１６、およびサービスアウェアネスプロビジョニングサーバ４０を有
する。携帯電話１２は、携帯電話、携帯端末（ＰＤＡ）、メディアプレーヤ、または通信
が有効化された他の携帯電子デバイスであってよい。一実施形態において、携帯電話１２
はハンドセットとして実装される。ハンドセットの詳細は、以下にさらに説明する。基地
局１４は携帯電話１２に対し通信リンクを提供し、携帯電話１２とネットワーク１６とを
関連付ける。一実施形態において、基地局１４は、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）無
線プロトコル、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーションズ（ＧＳＭ（登録
商標））無線プロトコル、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）無線プロトコル、ワ
イマックス（ＷｉＭＡＸ）無線プロトコル、および他の無線プロトコルのうち１以上に準
拠して、携帯電話１２に対し無線通信リンクを提供する。図１には１つの基地局１４のみ
を示しているが、通信システム１０は、複数の基地局１４および複数の携帯電話１２を含
んでよい。ネットワーク１６は、パブリック通信ネットワーク、プライベート通信ネット
ワーク、またはこれらの組み合わせであってよい。
【００１１】
　携帯電話１２は、無線送受信機２０、第１ユーザインタフェース２２、および第１メモ
リ２４を含んでよい。代替的に、携帯電話１２は、２以上の無線送受信機２０を含んでよ
い。第１メモリ２４は、第１読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）２６および第１ランダムアク
セスメモリ（ＲＡＭ）２８を含んでよい。サービスアウェアネスプロビジョニングサーバ
４０は、プロセッサ４２、メモリ４４、およびメモリ４４内に格納されたアプリケーショ
ン４６を含んでよい。サービスアウェアネスプロビジョニングサーバ４０は、複数のコン
ピュータ内にある複数のプロセッサも含んでよい。コンピュータについては以下にさらに
詳細に説明する。
【００１２】
　アプリケーション４６は、サービスアウェアネスプロビジョニングサーバ４０のプロセ
ッサ４２によって実行されると、複数のジェネリック携帯電話１２のうちの１つである第
１携帯電話１２から第１アクティブ化メッセージを受信してよい。第１アクティブ化メッ
セージに応答して、アプリケーション４６は第１携帯電話１２と関連付けられた第１サー
ビスブランドを識別し、第１サービスブランドに基づき、第１携帯電話１２の第１ランダ
ムアクセスメモリ２８へ、第１コンテンツの参照が無線通信により書き込まれる。アプリ
ケーション４６は、第１携帯電話１２の電話番号、第１携帯電話１２の電子シリアル番号
（ＥＳＮ）、第１携帯電話１２の移動加入者番号（ＭＳＮ）、第１携帯電話１２の他の識
別情報、および／またはこれらの組み合わせを用いて、第１携帯電話１２に対しプロビジ
ョニングされた無線通信サービスを格納されたデータ（図示せず）内で調べ、第１サービ
スブランドを第１携帯電話１２に対し関連付けてよい。
【００１３】
　参照により識別された第１コンテンツは、第１サービスブランドと関連付けられた第１
ターンオンスプラッシュスクリーン、第１サービスブランドと関連付けられた第１ターン
オントーン、第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオフスプラッシュスクリ
ーン、第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオフトーン、第１サービスブラ
ンドと関連付けられた第１ボイスメールサービスの電話番号、第１ボイスメールサービス
を参照するショートコード、第１ボイスメールサービスへの他の参照および／またはアド
レス、および第１サービスブランドと関連付けられたオンラインストアのユニバーサル参
照ロケータ（ＵＲＬ）のうち１以上であってよい。参照されるコンテンツの１以上は、第
１携帯電話１２の第１ランダムアクセスメモリ２８内に格納されてよい。場合によっては
、ボイスメールサービスの電話番号は、ダイアルアップ番号と呼ばれることもある。代替
的に、参照されるコンテンツの１以上は他の場所に格納され、基地局１４およびネットワ
ーク１６を介して第１携帯電話１２がアクセスすることが出来てよい。動作において、第
１携帯電話１２は参照を用いてコンテンツを提供する。例えば、第１携帯電話１２が電源
オンのブート処理を行うとき、第１携帯電話１２はターンオンスプラッシュスクリーンの
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参照を含むよう割り当てられた第１ランダムアクセスメモリ２８内の場所へアクセスし、
ターンオンスプラッシュスクリーンのコンテンツの参照に従い、コンテンツを読み出し、
ターンオンスプラッシュスクリーンのコンテンツを提供する。
【００１４】
　その後、アプリケーション４６は、複数のジェネリック携帯電話１２のうち１つである
第２携帯電話１２から第２アクティブ化メッセージを受信してよい。第２アクティブ化メ
ッセージに応答して、アプリケーション４６は第２携帯電話１２と関連付けられた第２サ
ービスブランドを識別し、第２サービスブランドに基づき、第２携帯電話１２の第１ラン
ダムアクセスメモリ２８へ、第２コンテンツの参照が無線通信により書き込まれる。第２
コンテンツは、第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオンスプラッシュスク
リーン、第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオントーン、第２サービスブ
ランドと関連付けられた第２ターンオフスプラッシュスクリーン、第２サービスブランド
と関連付けられた第２ターンオフトーン、第２サービスブランドと関連付けられた第２ボ
イスメールサービスの電話番号、第２ボイスメールサービスを参照するショートコードま
たは他の参照、および第２サービスブランドと関連付けられたオンラインストアのユニバ
ーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうち１以上である。
【００１５】
　一実施形態において、携帯電話１２の第１サービスブランドに基づき、アプリケーショ
ン４６は第１携帯電話１２の第１ランダムアクセスメモリ２８へ、パラメータを無線通信
により書き込み、携帯電話１２の第１読み出し専用メモリ２６にインストールされるエン
ベデッドアプリケーションの機能を有効化する。例えば、ボイスメールサービスなど携帯
電話１２の第１サービスブランドに特有の特徴がメーカから受け取るジェネリック携帯電
話１２のファームウェア内にインストールされ、かつ、無効化されていてよい。プロビジ
ョニング処理の間、第１サービスブランドを識別し次第、アプリケーション４６は適切な
ボイスメールサービスを有効化してよい。一実施形態において、アプリケーション４６は
携帯電話１２の第１サービスブランドだけではなく、携帯電話１２と関連付けられたサー
ビスプランもさらに分析し、関連付けられたサービスプランに基づき第１コンテンツの参
照を書き込む。これによりサービス提供者は、提供するサービスプランに基づき特定のコ
ンテンツをユーザへ届けることが出来る。例えば、制限されたデータプランのサービスを
受けるユーザは、動画サービスのメニュー項目が取り除かれたコンテンツを受信する。
【００１６】
　ジェネリック携帯電話１２は単一の認証処理によって認証され得、これにより、相手先
商標製品の製造会社が要する認証コストが低減される。一実施形態において、ジェネリッ
ク携帯電話１２にはＡｎｄｒｏｉｄ実行プラットフォームがインストールされており、Ａ
ｎｄｒｏｉｄ実行プラットフォームが利用できるように第１コンテンツおよび第２コンテ
ンツが認証される。実行プラットフォームが利用できるように第１コンテンツおよび第２
コンテンツが認証されるので、第１コンテンツおよび第２コンテンツは、特定のジェネリ
ック携帯電話モデルのために再度認証される必要がない。一実施形態において、ジェネリ
ック携帯電話１２は１つの在庫保管単位番号と関連付けられ、これによりサービス提供者
は、より良好なスケールメリットおよび単純化した在庫管理を活用することが出来る。よ
り良好なスケールメリットは、例えば、相手先商標製品の製造会社から１０種類のカスタ
ム設定された携帯電話をそれぞれ１０万台ずつ購入するのではなく、同じ相手先商標製品
の製造会社からジェネリック携帯電話１２を１００万台購入することによって得られる。
同様に、より良好なスケールメリットは、小売店および／または流通センターでの在庫保
管においても得られる。例えば、小売店で５０種類の異なる電話モデルをそれぞれ１０台
ずつ抱えるのが習慣であるとすれば、在庫には５００台の電話があることになる。しかし
電話の一週間あたりの売上台数をおよそ１００台とすれば、ジェネリック携帯電話の在庫
数を２００台として在庫投資を大幅に減らしつつ、購買需要に応じることが出来る。販売
される５０の異なる電話モデルを別々に在庫として有する必要がなくなるので、電話を注
文して在庫を維持する処理が単純化される。同じ例が流通センターに関しても当てはまり
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、これにより、小売店の場合に実現出来るよりも大幅な在庫削減が可能となり得る。
【００１７】
　図１は、携帯電話１２とネットワーク１６との間の無線通信リンクを含む通信システム
１０を示す。なおサービスプロビジョニングサーバ４０は、流通センターかまたは倉庫に
あってもよく、プロビジョニングイベントのいくつか、もしくは全てが、流通センターで
完了してもよい。これにより、例えば複数の携帯電話１２を販売店舗または大企業顧客へ
発送する前に、ブランド設定およびカスタム設定を行うことが可能となる。いくつかの実
施形態において、ブランド設定はさらに、適切なブランドと関連付けられた表面マークが
付されたバッテリカバーを取り付けることを含んでよい。そのようなバッテリカバーが取
り除かれ交換されることにより、携帯電話のブランド設定を容易かつ安価にし直すことが
出来るようにしてもよい。この処理においては、例えば、第１ブランドと関連付けられた
表面マークを有するバッテリカバーを取り外し、第２ブランドと関連付けられた表面マー
クを有する他のバッテリカバーと取り換えることによって行われる。表面マークは、ペイ
ントされたマーク、刻み込まれたマーク、バッテリカバーの材料に刻印されたマーク、バ
ッテリカバーの材料に成形されたマーク、バッテリカバーに転写されたシールまたはステ
ッカー、若しくは他の視認可能なマークであってよい。
【００１８】
　図２は、構成サイクルにおける装置を示す階層１００を示し、プロビジョニング処理に
おいて、どのようにジェネリック装置のブランド設定およびカスタム設定が行われるかを
示す。階層１００は、複数のジェネリック携帯電話１０２を含み、それら複数のジェネリ
ック携帯電話１０２から複数の第１サービスブランドの携帯電話１１２および複数の第２
サービスブランドの携帯電話１１４へと枝分かれしている。第１サービスブランドの携帯
電話１１２は複数の第１カスタム設定された携帯電話１２２および複数の第２カスタム設
定された携帯電話１２４へと枝分かれしている。第２サービスブランドの携帯電話１１４
は、複数の第３カスタム設定された携帯電話１２６および複数の第４カスタム設定された
携帯電話１２８へと枝分かれしている。相手先商標製品の製造会社は単一のジェネリック
構成をサービス提供者に届けるだけでよいので、単一の認証および単一の在庫保管単位を
採用するだけでよい。サービス提供者は複数のブランドのサービスを提供していてよい。
サービス提供者はフレキシブルに、プロビジョニング処理を利用して複数のジェネリック
携帯電話１０２のアップデートを行い、それぞれブランドごとに固有の構成を有する第１
の複数のブランド設定された携帯電話１１２および第２の複数のブランド設定された携帯
電話１１４を作成することが出来る。さらに、ブランド毎にさらにカスタム設定を行うこ
とが出来、このカスタム設定により、第１の複数のブランド設定された携帯電話１１２の
アップデートを行い、第１の複数のカスタム設定された携帯電話１２２および第２の複数
のカスタム設定された携帯電話１２４を作成することが出来、第２の複数のブランド設定
された携帯電話１１４のアップデートを行い、第３の複数のカスタム設定された携帯電話
１２６および第４の複数のカスタム設定された携帯電話１２８を作成することが出来る。
例えば、サービス提供者は、１つのブランド内で、大企業顧客向けに特定のアプリケーシ
ョンを有する複数のブランド設定された携帯電話１１２のカスタム設定を行う必要があり
得、若しくは、カスタム設定された携帯電話モデルにより特定の顧客層をターゲットとす
ることを所望することもある。
【００１９】
　一実施形態において、アクティブ化済みの、第１ブランドの携帯電話１１２が非アクテ
ィブ化させられる。第１ブランドの携帯電話１１２は、第１ブランドの携帯電話１１２の
第１読み出し専用メモリからのジェネリック携帯電話１０２の出荷時の設定へと戻されて
もよい。これによって第１ジェネリック携帯電話１０２は再びアクティブ化されてよく、
第１ジェネリック携帯電話１０２を再アクティブ化する段階に応答して、第３サービスブ
ランドが自動的に識別され、第１ジェネリック携帯電話１０２と関連付けられる。第３サ
ービスブランドに基づいて、第１ジェネリック携帯電話１０２の第１メモリ領域へ、第３
コンテンツの参照が無線通信により書き込まれる。このやり方により、サービス提供者は
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ファームウェアの再フラッシングを行うことなく、１つのブランドから他のブランドへ在
庫の入れ替えを行うことが出来る。従来の習慣では、ファームウェアのブランド設定が行
われた携帯電話が届けられるので、電話をジェネリックなもの、若しくはブランド設定が
行われていないものにする手段が存在しなかった。電話の再ブランド設定を行うには、別
のファームウェアを電話へロードする必要があり、１つのブランドから他のブランドへの
在庫の入れ替えを、困難かつ高コストな処理としていた。一実施形態において、ジェネリ
ック携帯電話１０２の出荷時の設定は、圧縮フォーマットで、第１ブランドの携帯電話１
１２の第１読み出し専用メモリに格納される。
【００２０】
　上述したカスタム設定のデバイス設定方法に加え、ジェネリック携帯電話１０２のハー
ドウェアおよびパッケージ化に関して同様の処理を実行することが可能である。例えば、
デバイスのハードウェア上のブランド表示を完全にデバイスの表面から取り除くか、バッ
テリカバーへと移動させることも考え得る。この際、ソフトウェアによるブランド表示が
画面上にロゴを表示させ続けることによって行われる。サービス提供者はハードウェア上
のブランド表示を、単にバッテリカバーを取り換えることによって変更することが出来る
。これにより、フレキシビリティが増し、サービス提供者が複数のブランドに対応するこ
とによって発生するコストを減らすことが出来る。同様に、ブランド設定が行われていな
い相手先商標製品の製造会社のジェネリック携帯電話１０２をブランド表示がされていな
いパッケージに挿入することが出来る。そのようなパッケージには、受注手配およびブラ
ンド設定に応じて倉庫で行われる印刷またはラベル貼りに用いられる空白のスペースが設
けられている。
【００２１】
　図３は、方法２００を示す。ブロック２０２において、共に同モデルのジェネリック携
帯電話をベースとする第１ブランドの携帯電話モデルおよび第２ブランドの携帯電話モデ
ルの両方に用いられる、第１の複数のエンベデッドアプリケーションが識別される。同モ
デルのジェネリック携帯電話には同じファームウェアがインストールされてよい。同モデ
ルのジェネリック携帯電話は同じか、または異なるハードウェアを有する。例えば、一実
施形態において、第１の組のジェネリック携帯電話は第１の低価格カメラ装置を備えてよ
く、第２の組のジェネリック携帯電話は第２の高価格カメラ装置を備えてよい。他の例と
して、一実施形態において、第１の組のジェネリック携帯電話はスピーカフォン動作の性
能を向上させる第２スピーカを備えてよく、第２の組のジェネリック携帯電話は第２スピ
ーカを備えていなくてもよい。ブロック２０４において、第１ブランドの携帯電話モデル
に用いられ、第２ブランドの携帯電話モデルに用いられない第２の複数のエンベデッドア
プリケーションが識別される。第１の複数のエンベデッドアプリケーションは、全モデル
の携帯電話に与えられてよい共通の機能を備え、第２の複数のエンベデッドアプリケーシ
ョンは、ジェネリック携帯電話のサブセットに設けられ得、ジェネリック携帯電話では無
効化されていてよい機能を備えてよい。第２の複数のエンベデッドアプリケーションの機
能を有する対象モデルとなるよう携帯電話１２のブランド設定を行う際、対象アプリケー
ションは、プロビジョニングサーバ４０または他のデバイスにより有効化されてよい。
【００２２】
　ブロック２０６において、ジェネリック携帯電話１２のメーカは、例えば仕様書におい
て、ジェネリック携帯電話の読み出し専用メモリ２６内に第１の複数のエンベデッドアプ
リケーションをインストールするよう指示される。全ブランドまたは販路に亘って共有さ
れるアプリケーションまたは特徴は、デバイスのメーカから届けられる時点で、ジェネリ
ック携帯電話１２のファームウェア内にまとめて格納されるエンベデッドアプリケーショ
ンに含まれてよい。ブロック２０８において、ジェネリック携帯電話のメーカは、仕様書
により、ジェネリック携帯電話１２の読み出し専用メモリ２６内に第２の複数のエンベデ
ッドアプリケーションをインストールするよう指示される。第２の複数のエンベデッドア
プリケーションの機能は、ジェネリック携帯電話のランダムアクセスメモリ２８内の少な
くとも１つの書き込み可能なパラメータに基づき有効化される。１つのブランドまたは販
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路に固有のアプリケーションは、ジェネリック携帯電話１２にインストールされるファー
ムウェアに設けられてよいが、デバイスのメーカによって届けられるデフォルトの設定で
は無効化の状態となっている。ブロック２１０において、ジェネリック携帯電話１２のメ
ーカは、仕様書により、ジェネリック携帯電話１２のメモリ２６内に、ジェネリック携帯
電話１２のランダムアクセスメモリ内の第１の場所から読み出しを行いエンベデッドロジ
ックにより与えられるべきコンテンツの参照を得る、エンベデッドロジックをインストー
ルするよう指示される。メーカは、ランダムアクセスメモリ２８内に格納されるオン／オ
フスイッチに基づき、第２の複数のエンベデッドアプリケーションを有効化するロジック
と併せて、ジェネリック携帯電話１２へ全てのエンベデッドアプリケーションをインスト
ールする。例えば、ファームウェアは、ランダムアクセスメモリ２８内の適切な場所から
読み出しを行い、特徴および／または機能が有効化されているか無効化されているかの判
断を行う。
【００２３】
　ブロック２１２において、第１ブランドの携帯電話モデルである第１携帯電話１２がア
クティブ化される。ブロック２１４において、第１携帯電話１２をアクティブ化する段階
に応答して、第１携帯電話１２のランダムアクセスメモリ２８内の第１の場所、第１のコ
ンテンツの参照を無線通信により書き込む。ここで第１携帯電話１２は第１ブランドの携
帯電話モデルに適合する構成とされる。第１携帯電話１２の最初の無線通信によるアクテ
ィブ化の一部として、第１サービスブランドが識別され、例えば画像電子メールまたはボ
イスメールプロバイダーなどの第１ブランドの携帯電話モデルと関連付けられたエンベデ
ッドアプリケーションのオン／オフスイッチの場所に無線通信により書き込みを行い、第
１サービスブランドの適切なエンベデッドアプリケーションの有効化が行われる。
【００２４】
　一実施形態において、方法２００は、第２ブランドの携帯電話モデルである第２携帯電
話１２をアクティブ化する段階をさらに含む。第２携帯電話１２をアクティブ化する段階
に応答して、第２携帯電話１２のランダムアクセスメモリ２８内の第１の場所へ第２のコ
ンテンツの参照を無線通信により書き込む。第１のコンテンツの参照と第２のコンテンツ
の参照とは互いに異なり、よって第２携帯電話１２は、第２ブランドの携帯電話モデルに
従って、第１携帯電話１２とは異なる構成とされる。言い換えると、第２携帯電話１２が
用いられる場合、ファームウェアはランダムアクセスメモリ２８内の第１の場所から読み
出しを行い、メモリの第１の場所に含まれるコンテンツの参照に従いコンテンツを読み出
し、第１携帯電話１２で提供される対応するコンテンツとは異なるコンテンツを提供する
。これにより第２携帯電話１２は、スタートアップにおける異なるスプラッシュスクリー
ンおよび異なるパワーオントーンなど第１携帯電話１２は異なる対応するコンテンツを提
供し得る点で、第１携帯電話１２とは少なくとも部分的に異なるものとなる。第２携帯電
話１２の最初の無線通信によるアクティブ化の一部として、第２サービスブランドが識別
され、第２ブランドの携帯電話モデルと関連付けられたエンベデッドアプリケーションの
オン／オフスイッチの場所に無線通信により書き込みを行い、第２サービスブランドの適
切なエンベデッドアプリケーションの有効化が行われる。
【００２５】
　一実施形態において、方法２００は、第１携帯電話１２をアクティブ化する段階に応答
して、ジェネリック携帯電話１２のランダムアクセスメモリ２８内の第２の場所へ、無線
通信により書き込みを行い、第２の複数のエンベデッドアプリケーションの１つを有効化
する段階を含む。ジェネリック携帯電話１２のランダムアクセスメモリ２８内の第２の場
所へ無線通信により書き込みを行う段階は、第１携帯電話１２をアクティブ化する段階の
後に第１携帯電話１２へ提供される通信サービスと関連付けられた第１サービスブランド
に少なくとも部分的に基づいて行われる。第１メモリ領域および第２メモリ領域はそれぞ
れ第１携帯電話１２および第２携帯電話内１２の互いに対応するアドレスにあり、ファー
ムウェアは互いに対応するアドレスから読み出しを行い、ファームウェアが第１携帯電話
１２上で実行される場合には、第１コンテンツを第１携帯電話上で提供し、ファームウェ
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アが第２携帯電話上で実行される場合には、第２コンテンツを第２携帯電話１２上で提供
する。
【００２６】
　一実施形態において、第１携帯電話１２をアクティブ化する段階は、第１携帯電話１２
のアイデンティティの移動通信交換局（ＭＳＣ）へのプロビジョニングを行う段階、第１
携帯電話１２のアイデンティティのホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）へのプロビジ
ョニングを行う段階、および第１携帯電話１２のアイデンティティのビジターロケーショ
ンレジスタ（ＶＬＲ）へのプロビジョニングを行う段階の少なくとも１つを有してよい。
方法は、第１携帯電話１２のランダムアクセスメモリ２８内の第３の場所へ、ローミング
エリア情報（ＰＲＬ）を無線通信により書き込む段階をさらに備えてよい。ここでエンベ
デッドロジックはさらに、携帯電話通話の発信を行うか、または携帯電話通話の受信を行
うために、第１携帯電話１２のランダムアクセスメモリ２８内の第３の場所から読み出し
を行う。第１のコンテンツの参照によって参照されるコンテンツは、第１サービスブラン
ドのターンオンスプラッシュページ、第１サービスブランドのターンオントーン、第１サ
ービスブランドのターンオフスプラッシュページ、第１サービスブランドのターンオフト
ーン、および第１サービスブランドのロゴのいずれか１つであってよい。
【００２７】
　一実施形態において、方法２００は、第１サービスブランドと関連付けられた第１サー
ビスブランドマークを外面上に有する第１バッテリカバーを、第１携帯電話から取り外す
段階と、異なるサービスブランドと関連付けられた異なるサービスブランドマークを外面
上に有する第２バッテリカバーを、第１携帯電話に取り付ける段階とをさらに備えてよい
。
【００２８】
　図４は、方法３００を示す。ブロック３０２において、ジェネリック携帯電話１２のメ
ーカは、例えば仕様書により、ファームウェアまたはジェネリックファームウェアをジェ
ネリック携帯電話にインストールするよう指示される。ここでジェネリック携帯電話１２
は、ジェネリックファームウェア、およびジェネリック携帯電話１２にインストールされ
る実行プラットフォームに基づき認証される。複数のジェネリック携帯電話１２のそれぞ
れにインストールされるファームウェアは同じである。一実施形態において、ジェネリッ
ク携帯電話１２のハードウェアは実質的に同じであり、他の実施形態において、同じジェ
ネリックファームウェアがロードされるジェネリック携帯電話１２の間で、ハードウェア
に違いがあってもよい。このことによりメーカは、単一の認証のみを要する、つまりジェ
ネリックファームウェアの認証のみを要する単一のジェネリック携帯電話モデルのみを届
ければよいこととなり、デバイスのオーバーヘッドコストが低減される。対照的に他の状
況においては、それぞれの設定が固有であり、結果的にファームウェアが固有である、お
よび／またはバイナリが固有であることにより、別個の認証が必要となり得る。ブロック
３０４において、実行プラットフォームが利用できるように第１コンテンツが認証される
。ブロック３０６において、実行プラットフォームが利用できるように第２コンテンツが
認証される。第１コンテンツおよび第２コンテンツがジェネリックファームウェアに対し
てではなく実行プラットフォームに対しテストおよび認証されるので、第１コンテンツお
よび第２コンテンツは同じ実行プラットフォームを実行する他の携帯電話モデルに対して
も用いることが出来、ジェネリック携帯電話１２にインストールされるファームウェアは
変更されず、各組の固有のコンテンツに対する再認証は必要ではない。
【００２９】
　ブロック３０８において、ジェネリック携帯電話の１つである第１携帯電話１２がアク
ティブ化される。ブロック３１０において、第１携帯電話１２をアクティブ化する段階に
応答して、第１携帯電話１２と関連付けられた第１サービスブランドを自動的に識別する
。ブロック３１２において、第１サービスブランドに基づき、第１携帯電話１２の第１メ
モリ領域へ、第１コンテンツの参照を無線通信により書き込む。このやり方により、第１
サービスブランドと関連付けられたコンテンツが有効化される。ブロック３１４において



(18) JP 5924347 B2 2016.5.25

10

20

30

40

50

、ジェネリック携帯電話のうち他の１つである第２携帯電話１２をアクティブ化する。ブ
ロック３１６において、第２携帯電話１２をアクティブ化する段階に応答して、第２携帯
電話１２と関連付けられた第２サービスブランドを自動的に識別する。ブロック３１８に
おいて、第２サービスブランドに基づき、第２携帯電話１２の第２メモリ領域へ、第２コ
ンテンツの参照を無線通信により書き込む。携帯電話と関連付けられたサービスブランド
に基づき、サービス提供者は、アクティブ化に際し適切なアプリケーションを有効化する
ことにより、ジェネリック携帯電話をブランド設定された携帯電話へとアップデートする
ことが出来る。
【００３０】
　一実施形態において、ジェネリック携帯電話１２は、連邦通信委員会（ＦＣＣ）の規格
に準拠して認証されてもよい。一実施形態において、実行プラットフォームは、Ａｎｄｒ
ｏｉｄ実行プラットフォーム、ＪＡＶＡ（登録商標）仮想マシン、Ｓｙｍｂｉａｎ実行プ
ラットフォーム、ＢＲＥＷ実行プラットフォーム、ＷｅｂＯＳ実行プラットフォーム、Ｍ
ｏｂｉｌｅ　Ｅｘｐｌｏｒｅｒ実行プラットフォーム、および従来から公知の、または現
時点で存在しない他のモバイルデバイスオペレーティングシステムのうちいずれか１つで
あってよい。一実施形態において、第１コンテンツは、第１サービスブランドのターンオ
ンスプラッシュスクリーンの参照、第１サービスブランドのターンオントーンの参照、第
１サービスブランドのターンオフスプラッシュスクリーンの参照、第１サービスブランド
のターンオフトーントーンの参照、第１サービスブランドのロゴの参照、第１サービスブ
ランドのボイスメールの参照、および第１サービスブランドのオンラインストアの参照の
うち少なくとも１つを識別するカスタム設定パックである。
【００３１】
　図５はモバイルデバイス４００を示す。図５は本願発明の態様を実施するよう動作可能
なモバイルデバイス４００を示すが、本願発明はこれら実施例に限定されない。モバイル
デバイス４００は携帯電話として示されるが、無線ハンドセット、ポケベル、携帯端末（
ＰＤＡ）、ゲームデバイス、在庫管理デバイス、メディアプレーヤ、デジタルカメラ、デ
ジタル計算機、ポータブルコンピュータ、タブレットコンピュータ、ノート型コンピュー
タ、および／またはその他を含む様々な形態をとり得る。多くの適したハンドセットは、
これらの機能のいくつか、または全てを併せ持つ。本願発明のいくつかの実施形態におい
て、モバイルデバイス４００は、ポータブルなノート型またはタブレットコンピュータの
ような汎用のコンピューティングデバイスではなく、むしろ、携帯電話、無線ハンドセッ
ト、ポケベル、またはＰＤＡなどの特定用途向けの通信デバイスである。モバイルデバイ
ス４００は、ゲーム、在庫管理、業務管理、および／またはタスク管理機能などの特化し
た活動に対応してよい。
【００３２】
　モバイルデバイス４００は、ディスプレイ４０２、およびユーザが入力を行うのに用い
るタッチセンサ面および／またはキー４０４を含む。モバイルデバイス４００は、ユーザ
が選択するオプション、ユーザが動作させる制御、および／またはユーザが指示を行うカ
ーソルまたは他のインジケータを提供してよい。モバイルデバイス４００はさらに、ダイ
アル番号またはハンドセットの動作を設定するのに用いる様々なパラメータ値を含む、ユ
ーザからのデータエントリを受け付けてよい。モバイルデバイス４００はさらに、ユーザ
の命令に応答して１以上のソフトウェアアプリケーションまたはファームウェアアプリケ
ーションを実行してよい。これらアプリケーションは、モバイルデバイス４００がユーザ
との相互作用に応答して様々なカスタム設定された機能を実行するよう設定を行ってもよ
い。さらにモバイルデバイス４００は、例えば無線基地局、無線アクセスポイント、また
はピアモバイルデバイス４００などから無線通信により、プログラムされてもよく、およ
び／または設定されてもよい。
【００３３】
　図６はモバイルデバイス４００のブロック図を示す。ハンドセット４００の公知の様々
なコンポーネントが示されるが、一実施形態において、列挙されたコンポーネントのおよ
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び／または追加的な列挙されていないコンポーネントのサブセットが、モバイルデバイス
４００に含まれてよい。モバイルデバイス４００は、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
５０２およびメモリ５０４を含む。示されるように、モバイルデバイス４００はさらに、
アンテナ／フロントエンドユニット５０６，無線（ＲＦ）送受信機５０８、アナログベー
スバンド処理ユニット５１０、マイク５１２、イヤホンスピーカ５１４、ヘッドセットポ
ート５１６、入出力インタフェース５１８、着脱可能なメモリカード５２０、ユニバーサ
ルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート５２２、赤外線ポート５２４、バイブレータ５２６、キ
ーパッド５２８、タッチセンサ面を備えたタッチスクリーン液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）
５３０、タッチスクリーン／ＬＣＤコントローラ５３２、電荷結合素子（ＣＣＤ）カメラ
５３４、カメラコントローラ５３６、およびグローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ
）センサ５３８を含んでよい。一実施形態において、モバイルデバイス４００はタッチセ
ンサスクリーンが設けられていない他のタイプのディスプレイを含んでよい。一実施形態
において、ＤＳＰ５０２は、入出力インタフェース５１８を介さずメモリ５０４と直接通
信を行ってよい。
【００３４】
　ＤＳＰ５０２、若しくは他の何らかの形態のコントローラまたは中央処理装置は、メモ
リ５０４内に格納された、またはＤＳＰ５０２自体に含まれるメモリ内に格納されたエン
ベデッドソフトウェアまたはファームウェアに従って、モバイルデバイス４００の様々な
コンポーネントを制御するよう動作する。エンベデッドソフトウェアまたはファームウェ
アに加えて、ＤＳＰ５０２は、メモリ５０４に格納された、若しくは着脱可能なメモリカ
ード５２０のようなポータブルなデータ記憶媒体などの情報担体媒体を介して、または有
線および無線いずれか一方のネットワーク通信を介して利用可能となる他のアプリケーシ
ョンを実行してよい。アプリケーションソフトウェアは、ＤＳＰ５０２が所望される機能
を提供するよう設定を行う、組み合わせられた一式の機械可読命令を含んでよく、または
、アプリケーションソフトウェアは、インタプリタまたはコンパイラにより処理され間接
的にＤＳＰ５０２の設定を行うハイレベルソフトウェア命令であってよい。
【００３５】
　無線信号と電気信号との間での変換を行い、モバイルデバイス４００による、無線アク
セスネットワーク（ＲＡＮ）または他の何らかの利用可能な無線通信ネットワーク、若し
くはピアモバイルデバイス４００への情報送信、またそれらからの情報受信を可能とする
アンテナ／フロントエンドユニット５０６が設けられてよい。一実施形態において、アン
テナ／フロントエンドユニット５０６は、ビーム形成および／またはマルチ入力マルチ出
力（ＭＩＭＯ）動作に対応することが出来るよう複数のアンテナを含んでよい。当業者に
は公知であるように、ＭＩＭＯ動作により、困難なチャネル状況にも対処出来、および／
またはチャネルスループットを増大させられる空間多様性をもたらすことが出来る。アン
テナ／フロントエンドユニット５０６は、アンテナ同調および／またはインピーダンス整
合コンポーネント、ＲＦ電力増幅器、および／または低雑音増幅器を含んでもよい。
【００３６】
　ＲＦ送受信機５０８により周波数シフトが行われ、受信したＲＦ信号をベースバンド信
号へ、およびベースバンド送信信号をＲＦ信号へ変換する。場合によっては、無線送受信
機またはＲＦ送受信機は、変調／復調、符号化／復号化、インターリービング／デインタ
ーリービング、拡散／逆拡散、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）／高速フーリエ変換（Ｆ
ＦＴ）、サイクリックプレフィックスの挿入／削除などの他の信号処理機能を含むものと
して理解されてよい。説明を明確にすべく、ここでの説明は、この信号処理の説明をＲＦ
および／または無線の信号処理とは切り離し、概念的に当該信号処理を、アナログベース
バンド処理ユニット５１０、並びに／若しくはＤＳＰ５０２または他の中央処理装置へ割
り当てる。いくつかの実施形態において、ＲＦ送受信機５０８、アンテナ／フロントエン
ドユニット５０６のいくつかの部分、およびアナログベースバンド処理ユニット５１０は
、１以上の処理ユニットおよび／または特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）内で組み合わ
されてよい。
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【００３７】
　アナログベースバンド処理ユニット５１０は、例えば、マイク５１２およびヘッドセッ
トポート５１６からの入力、並びにイヤホンスピーカ５１４およびヘッドセットポート５
１６への出力のアナログ処理など、入力および出力の様々なアナログ処理を行ってよい。
この目的において、アナログベースバンド処理ユニット５１０は、モバイルデバイス４０
０を携帯電話として用いることを可能とする内蔵マイク５１２およびイヤホンスピーカ５
１４へ接続するポートを有してよい。アナログベースバンド処理ユニット５１０はさらに
、ヘッドセットまたは他のハンズフリーマイクおよびスピーカ構造へ接続するポートを含
んでよい。アナログベースバンド処理ユニット５１０は、１つの信号方向に関してデジタ
ル－アナログ変換を行い、反対の信号方向に関してアナログ－デジタル変換を行ってもよ
い。いくつかの実施形態において、アナログベースバンド処理ユニット５１０の機能の少
なくともいくつかは、例えばＤＳＰ５０２または他の中央処理装置などデジタル処理コン
ポーネントによって実現されてもよい。
【００３８】
　ＤＳＰ５０２は、変調／復調、符号化／復号化、インターリービング／デインターリー
ビング、拡散／逆拡散、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）／高速フーリエ変換（ＦＦＴ）
、サイクリックプレフィックスの挿入／削除、および無線通信に関連する他の信号処理機
能を行ってよい。一実施形態において、例えば符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）方式を
用いる適用例において、送信機として機能すべくＤＳＰ５０２は、変調、符号化、インタ
ーリービング、および拡散を行ってよく、受信機として機能すべくＤＳＰ５０２は、逆拡
散、デインターリービング、復号化、および復調を行ってよい。他の実施形態において、
例えば直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）方式を用いた適用例において、送信機とし
て機能すべくＤＳＰ５０２は、変調、符号化、インターリービング、逆高速フーリエ変換
、およびサイクリックプレフィックスの挿入を行ってよく、受信機として機能すべくＤＳ
Ｐ５０２は、サイクリックプレフィックスの削除、高速フーリエ変換、デインターリービ
ング、復号化、および復調を行ってよい。他の無線方式を用いた適用例において、さらに
他の信号処理機能、および信号処理機能の組み合わせがＤＳＰ５０２により実現される。
【００３９】
　ＤＳＰ５０２は、アナログベースバンド処理ユニット５１０を介して無線ネットワーク
と通信を行ってよい。いくつかの実施形態において、当該通信によりインターネットとの
接続性がもたらされ、ユーザは、インターネット上のコンテンツへアクセス出来るように
なり、Ｅメールまたはテキストメッセージの送信および受信を行えるようになる。入出力
インタフェース５１８は、ＤＳＰ５０２と様々なメモリおよびインタフェースとを相互接
続する。メモリ５０４および着脱可能なメモリカード５２０は、ＤＳＰ５０２の動作を設
定するのに用いるソフトウェアおよびデータを提供する。インタフェースには、ＵＳＢポ
ート５２２および赤外線ポート５２４が含まれてよい。ＵＳＢポート５２２が設けられる
ことによりモバイルデバイス４００は、パーソナルコンピュータまたは他のコンピュータ
システムと情報の交換を行う周辺機器として機能することが出来る。赤外線ポート５２４
、およびＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）インタフェースまたはＩＥＥＥ８０２．１１に
準拠した無線インタフェースなどの他の任意選択的に用いられるポートが設けられること
により、モバイルデバイス４００は、近くに位置する他のハンドセットおよび／または無
線基地局と無線通信を行えるようになる。
【００４０】
　入出力インタフェース５１８はさらにＤＳＰ５０２を、トリガされるとモバイルデバイ
ス４００を振動させるバイブレータ５２６へ接続してよい。バイブレータ５２６は、電話
発信、新たなテキストメッセージ、および予定のリマインドなど様々なイベントをユーザ
に無音で知らせるメカニズムとしての役割を果たしてよい。
【００４１】
　キーパッド５２８はインタフェース５１８を介してＤＳＰ５０２と関連付けられ、ユー
ザが選択、情報入力、またはモバイルデバイス４００へ入力を与えるメカニズムを提供し
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てよい。他の入力メカニズムは、テキストおよび／またはグラフィクスのユーザに対する
提供も行うタッチスクリーンＬＣＤ５３０であってよい。タッチスクリーンＬＣＤコント
ローラ５３２は、ＤＳＰ５０２をタッチスクリーンＬＣＤ５３０へ関連付ける。
【００４２】
　ＣＣＤカメラ５３４が設けられることにより、モバイルデバイス４００はデジタル写真
を撮影することが出来るようになる。ＤＳＰ５０２はカメラコントローラ５３６を介して
ＣＣＤカメラ５３４と通信を行う。ＧＰＳセンサ５３８はグローバルポジショニングシス
テムの信号を復号化するＤＳＰ５０２と関連付けられており、このことにより、モバイル
デバイス４００は自身の位置を判断することが可能となる。他の実施形態において、電荷
結合素子カメラ以外の技術を用いて動作するカメラを採用してもよい。ラジオ受信および
テレビ受信など追加的な機能を提供するべく他の様々な周辺機器も含まれてよい。
【００４３】
　図７は、ＤＳＰ５０２によって実装され得るソフトウェア環境６０２を示す。ＤＳＰ５
０２は、残りのソフトウェアが動作するプラットフォームを提供するオペレーティングシ
ステムソフトウェア６０４を実行する。オペレーティングシステムソフトウェア６０４は
、アプリケーションソフトウェアにアクセス可能な標準化されたインタフェースを備えた
ハンドセットハードウェアに用いられる様々なドライバを提供してよい。オペレーティン
グシステムソフトウェア６０４は、モバイルデバイス４００で実行されるアプリケーショ
ン間で制御の転送を行うアプリケーション管理サービス（「ＡＭＳ」）６０６と関連付け
られ、相互作用してよい。ウェブブラウザアプリケーション６０８、メディアプレーヤア
プリケーション６１０、およびＪＡＶＡ（登録商標）アプレット６１２も図７に示されて
いる。ウェブブラウザアプリケーション６０８は、モバイルデバイス４００がウェブブラ
ウザとして動作し、ユーザが入力スペースに情報を入力し、ウェブページを検索し閲覧す
るべくリンクを選択出来るよう、設定を行う。メディアプレーヤアプリケーション６１０
は、モバイルデバイス４００が音声または視聴覚メディアを読み出し、再生を行えるよう
に設定を行う。ＪＡＶＡ（登録商標）アプレット６１２は、モバイルデバイス４００がゲ
ーム、ユーティリティ、および他の機能を提供できるように設定を行う。
【００４４】
　図８は、本明細書で開示する１以上の実施形態を実施するのに適したコンピュータシス
テム３８０を示す。コンピュータシステム３８０は、二次記憶装置３８４、読み出し専用
メモリ（ＲＯＭ）３８６、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）３８８、入力／出力（Ｉ／
Ｏ）装置３９０、およびネットワーク接続装置３９２を含むメモリ装置と通信を行う（中
央処理装置またはＣＰＵとも呼ばれる）プロセッサ３８２を含む。プロセッサ３８２は１
以上のＣＰＵチップとして実装されてもよい。
【００４５】
　実行可能命令をコンピュータシステム３８０に対しプログラムおよび／またはロードす
ることにより、ＣＰＵ３８２、ＲＡＭ３８８、およびＲＯＭ３８６のうち少なくとも１つ
に変更が加えられ、コンピュータシステム３８０は部分的に、本願発明で説明される新規
の機能を有する特定の機械または装置となる。電気工学およびソフトウェア工学の分野に
おいては、実行可能なソフトウェアをコンピュータへロードすることにより実装可能な機
能を、周知の設計ルールを用いることによりハードウェアによる実装へと変更できること
は基礎的知識である。任意のコンセプトをソフトウェアで実装するか、ハードウェアで実
装するかの決定は、典型的には、ソフトウェアの分野からハードウェアの分野への転換に
伴う課題よりもむしろ、設計の安定性、および製造されるユニット数に関する検討次第で
ある。一般的に、変更を加えられることが多い設計の場合、ハードウェアによる実装のリ
スピンはソフトウェアの設計のリスピンよりもコストが高くなるので、ソフトウェアでの
実装が好ましい。一般的に、大規模な生産工程において、ハードウェアによる実装の方が
、ソフトウェアによる実装よりもコストが低くなり得るので、安定性が高く大規模に製造
され得る設計の場合、例えば特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）などのハードウェアによ
る実装が好ましい。よく行われるように、任意の設計をソフトウェアの形態で開発および
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テストし、周知の設計ルールによりその後、当該ソフトウェアの命令を組み込む特定用途
向け集積回路において、同等のハードウェア実装を行うよう転換を行ってもよい。特定の
機械または装置内の新たなＡＳＩＣにより制御される機械と同じやり方で、実行可能命令
をプログラムされた、および／またはロードされたコンピュータを、特定の機械または装
置として見なしてもよい。
【００４６】
　二次記憶装置３８４は典型的には、１以上のディスクドライブまたはテープドライブか
ら構成されており、データの不揮発性格納に用い、またＲＡＭ３８８が作業用データの全
てを保持出来るほど大容量ではない場合、オーバーフローしたデータの記憶装置として用
いられる。二次記憶装置３８４は、ＲＡＭ３８８にロードされたプログラムが選択され実
行される際に、当該プログラムを格納するのに用いられてよい。ＲＯＭ３８６は、プログ
ラム実行の間に読み出される命令、および場合によってはデータを格納するのに用いられ
る。ＲＯＭ３８６は、二次記憶装置３８４のメモリ容量が大きいのに対し、メモリ容量が
典型的には小さい不揮発性メモリデバイスである。ＲＡＭ３８８は、揮発性データ、およ
び場合によっては命令を格納するのに用いられる。ＲＯＭ３８６およびＲＡＭ３８８への
アクセスは、典型的には、二次記憶装置３８４へのアクセスよりも高速で行われる。二次
記憶装置３８４、ＲＡＭ３８８、および／またはＲＯＭ３８６は、場合によっては、コン
ピュータ可読記憶媒体および／または非一時的コンピュータ可読媒体と呼ばれることもあ
る。
【００４７】
　Ｉ／Ｏ装置３９０は、プリンタ、ビデオモニタ、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、タッチ
スクリーンディスプレイ、キーボード、キーパッド、スイッチ、ダイアル、マウス、トラ
ックボール、音声認識装置、カードリーダ、穿孔テープリーダ、または他の周知の入力装
置であってよい。
【００４８】
　ネットワーク接続装置３９２は、モデム、モデムバンク、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標
）カード、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）インタフェースカード、シリアルインタ
フェース、トークンリングカード、光ファイバ分散データインタフェース（ＦＤＤＩ）カ
ード、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）カード、例えば符号分割多重アクセ
ス（ＣＤＭＡ）、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーションズ（ＧＳＭ（登
録商標））、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）、ワイマックス（ＷｉＭＡＸ）な
どの無線送受信機カード、他のエアインタフェースプロトコル無線送受信機カード、およ
び他の周知のネットワーク装置の形態であってよい。これらのネットワーク接続装置３９
２を用いることにより、プロセッサ３８２はインターネットまたは１以上の他のイントラ
ネットと通信を行うことが可能となる。そのようなネットワーク接続により、上述した方
法の段階を実行する過程で、プロセッサ３８２がネットワークから情報を受信し、または
ネットワークへ情報を出力することが考えられる。プロセッサ３８２を用いて実行される
一連の命令として示されることが多いそのような情報は、例えば搬送波として実装される
コンピュータデータ信号の形態などで、ネットワークから受信され、およびネットワーク
へ出力されてよい。
【００４９】
　データ、または例えばプロセッサ３８２を用いて実行される命令を含んでよいそのよう
な情報は、例えばコンピュータデータベースバンド信号または搬送波として実装される信
号の形態などで、ネットワークから受信され、およびネットワークへ出力されてよい。ネ
ットワーク接続装置３９２により生成される、ベースバンド信号または搬送波として実装
される信号は、導電体内または導電体の表面上を、同軸ケーブル内を、導波管内を、例え
ば光ファイバなどの光導管内を、若しくは空気中または自由空間内を、伝搬してよい。ベ
ースバンド信号または搬送波として実装される信号に含まれる情報は、当該情報の処理お
よび生成のいずれか、若しくは当該情報の送信および受信のいずれかに適するよう、異な
る複数の順序に従って順番付されてよい。ベースバンド信号または搬送波として実装され



(23) JP 5924347 B2 2016.5.25

10

20

30

40

50

る信号、若しくは従来用いられている、または今後開発される他のタイプの信号は、当業
者には周知のいくつかの方法に従って生成されてよい。ベースバンド信号および／または
搬送波として実装される信号は、場合によっては、一時的な信号を呼ばれることもある。
【００５０】
　プロセッサ３８２は、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、光ディスク
（これらの様々なディスクベースのシステムは二次記憶装置３８４と見なすことも出来る
）、ＲＯＭ３８６、ＲＡＭ３８８、またはネットワーク接続装置３９２へアクセスするこ
とにより得られる命令、コード、コンピュータプログラム、およびスクリプトを実行して
もよい。１つのプロセッサ３８２のみが示されているが、複数のプロセッサが存在しても
よい。よって、命令が単一のプロセッサによって実行されるものとして説明することも出
来るが、命令は、同時に、順次に、若しくは他のやり方で１以上のプロセッサによって実
行されてもよい。例えばハードドライブ、フロッピー（登録商標）ディスク、光ディスク
、および／または他のデバイスなどの二次記憶装置３８４、ＲＯＭ３８６、および／また
はＲＡＭ３８８にアクセスすることにより得ることが出来る命令、コード、コンピュータ
プログラム、スクリプト、および／またはデータは、場合によっては、非一時的な命令お
よび／または非一時的な情報と呼ぶことが出来る。
【００５１】
　一実施形態において、コンピュータシステム３８０は、互いに通信を行い共同でタスク
を実行する２以上のコンピュータを備えてよい。例えばアプリケーションは、当該アプリ
ケーションの命令を同時に、および／または並行して処理出来るよう分割されてもよいが
、このことは必須ではない。代替的に、アプリケーションにより処理されるデータは、２
以上のコンピュータがデータセットの異なる複数の部分を同時に、および／または並行し
て処理できるように分割されてもよい。一実施形態において、コンピュータシステム３８
０内のコンピュータの数と同数とは限らない複数のサーバの機能を実現すべく、コンピュ
ータシステム３８０で仮想化ソフトウェアを用いてもよい。例えば、仮想化ソフトウェア
を用いることによって、４つの物理的コンピュータ上で２０の仮想サーバを実現してもよ
い。一実施形態において、上述した機能は、クラウドコンピューティング環境で上述した
アプリケーションおよび／またはその他のアプリケーションを実行することに実現しても
よい。クラウドコンピューティングは、動的に拡張可能なコンピューティング資源を用い
てネットワーク接続を介して、コンピューティングサービスを提供してよい。クラウドコ
ンピューティングは少なくとも部分的に、仮想化ソフトウェア　によりサポートされてよ
い。クラウドコンピューティング環境は、企業によって構築されてもよく、および／また
は、サードパーティのプロバイダから必要に応じて採用されてもよい。クラウドコンピュ
ーティング環境によっては、企業により所有され運用されるクラウドコンピューティング
資源、およびサードパーティのプロバイダから採用される、および／またはリースされる
クラウドコンピューティング資源を備えてもよい。
【００５２】
　一実施形態において、上述した機能のいくつかまたは全てが、コンピュータプログラム
製品として実現されてよい。当該コンピュータプログラム製品は、上述した機能を実施す
るコンピュータ利用可能プログラムコードが実装された１以上のコンピュータ可読記憶媒
体を備えてよい。当該コンピュータプログラム製品は、データ構造、実行可能命令、およ
び他のコンピュータ利用可能プログラムコードを備えてよい。当該コンピュータプログラ
ム製品は、着脱可能なコンピュータ記憶媒体、および／または着脱不可能なコンピュータ
記憶媒体内で実装されてよい。着脱可能なコンピュータ可読記憶媒体は、例えば、アナロ
グ磁気テープ、コンパクトディスク読み出し専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）ディスク、フロ
ッピー（登録商標）ディスク、ジャンプドライブ、デジタルカード、マルチメディアカー
ドなどの穿孔テープ、磁気テープ、磁気ディスク、光ディスク、固体メモリチップなどで
あってよいが、これらに限定されない。コンピュータプログラム製品は、コンピュータシ
ステム３８０により、当該コンピュータプログラム製品のコンテンツの少なくともいくつ
かの部分を二次記憶装置３８４、ＲＯＭ３８６、ＲＡＭ３８８、および／またはコンピュ
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ータシステム３８０の他の不揮発性メモリおよび揮発性メモリへロードするのに適してい
てよい。プロセッサ３８２は、例えばコンピュータシステム３８０の周辺機器であるディ
スクドライブへ挿入されるＣＤ－ＲＯＭディスクから実行可能命令および／またはデータ
構造を読み出すなどにより、コンピュータプログラム製品に直接的にアクセスすることに
より部分的に、当該実行可能命令および／またはデータ構造の処理を行ってよい。代替的
に、プロセッサ３８２は、例えばネットワーク接続装置３９２を介して遠隔サーバから実
行可能命令および／またはデータ構造をダウンロードするなどにより、コンピュータプロ
グラム製品に遠隔アクセスすることにより、当該実行可能命令および／またはデータ構造
の処理を行ってもよい。コンピュータプログラム製品は、データ、データ構造、ファイル
、および／または実行可能命令の、二次記憶装置３８４、ＲＯＭ３８６、ＲＡＭ３８８、
および／またはコンピュータシステム３８０の他の不揮発性メモリおよび揮発性メモリへ
のロードおよび／またはコピーを促す命令を備えてよい。
【００５３】
　場合によっては、ベースバンド信号および／または搬送波として実装される信号は、一
時的な信号として呼ぶこともある。場合によっては、二次記憶装置３８４、ＲＯＭ３８６
、およびＲＡＭ３８８は、非一時的コンピュータ可読媒体またはコンピュータ可読記憶媒
体と呼ぶこともある。ダイナミックＲＡＭとして実装されるＲＡＭ３８８も同様に、ダイ
ナミックＲＡＭが、例えばコンピュータ３８０の電源が入れられ動作する期間、電気出力
を受け、ダイナミックＲＡＭの設計に従って動作し、かつ書き込まれた情報を格納すると
いう点で、非一時的コンピュータ可読媒体と呼ぶことがある。同様に、プロセッサ３８２
は、内部ＲＡＭ、内部ＲＯＭ、キャッシュメモリ、および／または、他の内部の、場合に
よっては非一時的コンピュータ可読媒体またはコンピュータ可読記憶媒体と呼ぶこともあ
る非一時的記憶ブロック、セクション、またはコンポーネントを含んでよい。
【００５４】
　本開示においていくつかの実施形態を説明してきたが、開示されるシステムおよび方法
は、本願発明の思想または態様から逸脱することなく、他の多くの特定的な形態で実施す
ることが可能である。本実施例は例示的なものとして見なされるべきであり、限定的なも
のとして見なされるべきではない。またそれらの意図は、本明細書で説明される詳細によ
って限定されない。例えば、様々な要素またはコンポーネントは、他のシステムにおいて
組み合わせられるか、または統合されてよく、若しくは、特定の特徴が省略され、実装さ
れなくてもよい。
【００５５】
　また、様々な実施形態において別々の、または独立しているものとして説明し、示した
技術、システム、サブシステム、および方法は、本願発明の態様から逸脱することなく、
他のシステム、モジュール、技術、または方法と組み合わせられ得、または統合され得る
。直接的に関連付けられるか、または互いに通信を行うものとして示され説明された他の
要素は、何らかのインタフェース、デバイス、または中間コンポーネントを介して電気的
に、機械的に、または他の方式により間接的に関連付けられるか、または互いに通信を行
ってもよい。当業者であれば、本明細書に説明される思想及び態様から逸脱することなく
、変更、置換、および修正の他の例を思いつくことが可能である。
　そして、以上に説明した実施形態によれば、以下の各項目に示す方法およびサーバもま
た開示される。
（項目１）　携帯電話に対し無線通信サービスを提供する方法であって、共に同モデルの
ジェネリック携帯電話をベースとする第１ブランドの携帯電話モデルおよび第２ブランド
の携帯電話モデルの両方に用いられる、第１の複数のエンベデッドアプリケーションを識
別する段階と、前記第１ブランドの携帯電話モデルに用いられ、前記第２ブランドの携帯
電話モデルに用いられない第２の複数のエンベデッドアプリケーションを識別する段階と
、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）に前記第１の複数のエンベデッドアプリケーションおよ
び前記第２の複数のエンベデッドアプリケーションがインストールされ、前記第２の複数
のエンベデッドアプリケーションの機能がランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）内の１以上
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の書き込み可能パラメータに基づき有効化され、前記読み出し専用メモリ内にインストー
ルされたエンベデッドロジックであって前記ランダムアクセスメモリ内の第１の場所から
読み出しを行い前記エンベデッドロジックにより与えられるべきコンテンツの参照を得る
前記エンベデッドロジックを有する前記ジェネリック携帯電話である第１携帯電話をアク
ティブ化する段階と、前記第１携帯電話をアクティブ化する段階に応答して、前記第１携
帯電話の前記ランダムアクセスメモリ内の前記第１の場所へ第１のコンテンツの参照を無
線通信により書き込んで、前記第１携帯電話を前記第１ブランドの携帯電話モデルに適合
する構成とする段階とを備える方法。
（項目２）　前記ジェネリック携帯電話である第２携帯電話をアクティブ化する段階と、
前記第２携帯電話をアクティブ化する段階に応答して、前記第２携帯電話の前記ランダム
アクセスメモリ内の前記第１の場所へ前記第１のコンテンツの参照とは異なる第２のコン
テンツの参照を無線通信により書き込む段階であり、前記第２携帯電話を前記第２ブラン
ドの携帯電話モデルに適合する構成とする段階とをさらに備える、項目１に記載の方法。
（項目３）　前記第１携帯電話をアクティブ化する段階に応答して、前記ジェネリック携
帯電話の前記ランダムアクセスメモリの第２の場所へ無線通信により書き込みを行い、前
記第２の複数のエンベデッドアプリケーションの１つを有効化する段階をさらに備える、
項目１または２に記載の方法。
（項目４）　前記ジェネリック携帯電話の前記ランダムアクセスメモリの前記第２の場所
へ無線通信により書き込みを行う段階は、前記第１携帯電話をアクティブ化する段階の後
に前記第１携帯電話へ提供される通信サービスと関連付けられた第１サービスブランドに
少なくとも部分的に基づいて行われる、項目３に記載の方法。
（項目５）　前記第１携帯電話をアクティブ化する段階は、前記第１携帯電話のアイデン
ティティの移動通信交換局（ＭＳＣ）へのプロビジョニングを行う段階、前記第１携帯電
話の前記アイデンティティのホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）へのプロビジョニン
グを行う段階、および前記第１携帯電話の前記アイデンティティのビジターロケーション
レジスタ（ＶＬＲ）へのプロビジョニングを行う段階の少なくとも１つを有する、項目１
から４のいずれか１項に記載の方法。
（項目６）　前記第１携帯電話の前記ランダムアクセスメモリ内の第３の場所へ、ローミ
ングエリア情報（ＰＲＬ）を無線通信により書き込む段階を備え、前記エンベデッドロジ
ックはさらに、携帯電話通話の発信を行うか、または携帯電話通話の受信を行うために前
記第１携帯電話の前記ランダムアクセスメモリ内の前記第３の場所から読み出しを行う、
項目１から５のいずれか１項に記載の方法。
（項目７）　前記第１のコンテンツの参照によって参照される前記コンテンツは、第１サ
ービスブランドのターンオンスプラッシュページ、第１サービスブランドのターンオント
ーン、第１サービスブランドのターンオフスプラッシュページ、第１サービスブランドの
ターンオフトーン、および第１サービスブランドのロゴの少なくとも１つである、項目１
から６のいずれか１項に記載の方法。
（項目８）　携帯電話に対し無線通信サービスを提供する方法であって、実行プラットフ
ォームが利用できるように第１コンテンツを認証する段階と、前記実行プラットフォーム
が利用できるように第２コンテンツを認証する段階と、複数のジェネリック携帯電話のう
ち、インストールされたファームウェアおよび前記実行プラットフォームに基づいて認証
される１つのジェネリック携帯電話である第１携帯電話をアクティブ化する段階と、前記
第１携帯電話をアクティブ化する段階に応答して、前記第１携帯電話と関連付けられた第
１サービスブランドを自動的に識別する段階と、前記第１サービスブランドに基づき、前
記第１携帯電話の第１メモリ領域へ、前記第１コンテンツの参照を無線通信により書き込
む段階と、前記複数のジェネリック携帯電話のうち他の１つである第２携帯電話をアクテ
ィブ化する段階と、前記第２携帯電話をアクティブ化する段階に応答して、前記第２携帯
電話と関連付けられた第２サービスブランドを自動的に識別する段階と、前記第２サービ
スブランドに基づき、前記第２携帯電話の第２メモリ領域へ、前記第２コンテンツの参照
を無線通信により書き込む段階とを備える方法。
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（項目９）　前記第１メモリ領域および前記第２メモリ領域における前記第１携帯電話お
よび前記第２携帯電話のそれぞれ互いに対応するアドレスにあり、前記ファームウェアは
前記互いに対応するアドレスから読み出しを行い、前記ファームウェアが前記第１携帯電
話上で実行される場合には、前記第１コンテンツを前記第１携帯電話上で提供し、前記フ
ァームウェアが前記第２携帯電話上で実行される場合には、前記第２コンテンツを前記第
２携帯電話上で提供する、項目８に記載の方法。
（項目１０）　前記実行プラットフォームは、Ａｎｄｒｏｉｄ実行プラットフォーム、Ｊ
ＡＶＡ（登録商標）仮想マシン、Ｓｙｍｂｉａｎ実行プラットフォーム、ＢＲＥＷ実行プ
ラットフォーム、ＷｅｂＯＳ実行プラットフォーム、およびＭｏｂｉｌｅ　Ｅｘｐｌｏｒ
ｅｒ実行プラットフォームのうちいずれか１つである、項目８または９に記載の方法。
（項目１１）　前記第１コンテンツは、第１サービスブランドのターンオンスプラッシュ
スクリーンの参照、第１サービスブランドのターンオントーンの参照、第１サービスブラ
ンドのターンオフスプラッシュスクリーンの参照、第１サービスブランドのターンオフト
ーントーンの参照、第１サービスブランドのロゴの参照、第１サービスブランドのボイス
メールの参照、および第１サービスブランドのオンラインストアの参照のうち少なくとも
１つを識別するカスタム設定パックである、項目８から１０のいずれか１項に記載の方法
。
（項目１２）　前記第１携帯電話を非アクティブ化する段階と、前記第１携帯電話を、前
記第１携帯電話の第１読み出し専用メモリからのジェネリック携帯電話出荷時設定に戻す
段階と、前記第１携帯電話を再アクティブ化する段階と、前記第１携帯電話を再アクティ
ブ化する段階に応答して、前記第１携帯電話と関連付けられた第３サービスブランドを自
動的に識別する段階と、前記第３サービスブランドに基づき、前記第１携帯電話の前記第
１メモリ領域へ、第３コンテンツの参照を無線通信により書き込む段階とをさらに備える
、項目８から１１のいずれか１項に記載の方法。
（項目１３）　前記第１サービスブランドと関連付けられた第１サービスブランドマーク
を外面上に有する第１バッテリカバーを、前記第１携帯電話から取り外す段階と、前記第
３サービスブランドと関連付けられた第２サービスブランドマークを外面上に有する第２
バッテリカバーを、前記第１携帯電話に取り付ける段階とをさらに備える、項目１２に記
載の方法。
（項目１４）　サービスアウェアネスプロビジョニングサーバであり、１以上のプロセッ
サと、メモリと、前記メモリに格納されるアプリケーションであって、前記１以上のプロ
セッサにより実行されると共通のファームウェアがインストールされた複数のジェネリッ
ク携帯電話のうちの１つである第１携帯電話から第１アクティブ化メッセージを受信し、
前記第１アクティブ化メッセージに応答して、前記第１携帯電話と関連付けられた第１サ
ービスブランドを識別し、前記第１サービスブランドに基づき、前記第１携帯電話のメモ
リへ、前記第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオンスプラッシュスクリー
ン、前記第１サービスブランドと関連付けられた第１ターンオントーン、前記第１サービ
スブランドと関連付けられた第１ターンオフスプラッシュスクリーン、前記第１サービス
ブランドと関連付けられた第１ターンオフトーン、前記第１サービスブランドと関連付け
られた第１ボイスメールサービスへの参照、および前記第１サービスブランドと関連付け
られたオンラインストアのユニバーサル参照ロケータ（ＵＲＬ）のうちいずれか１つであ
る第１コンテンツの参照を無線通信により書き込み、前記複数のジェネリック携帯電話の
うち他の１つである第２携帯電話から第２アクティブ化メッセージを受信し、前記第２ア
クティブ化メッセージに応答して、前記第２携帯電話と関連付けられた第２サービスブラ
ンドを識別し、前記第２サービスブランドに基づき、前記第２携帯電話のメモリへ、前記
第２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオンスプラッシュスクリーン、前記第
２サービスブランドと関連付けられた第２ターンオントーン、前記第２サービスブランド
と関連付けられた第２ターンオフスプラッシュスクリーン、前記第２サービスブランドと
関連付けられた第２ターンオフトーン、前記第２サービスブランドと関連付けられた第２
ボイスメールサービスへの参照、および前記第２サービスブランドと関連付けられたオン
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テンツの参照を無線通信により書き込む、アプリケーションとを備えるサービスアウェア
ネスプロビジョニングサーバ。
（項目１５）　前記サーバは、複数のコンピュータにある複数のプロセッサを有する、項
目１４に記載のサービスアウェアネスプロビジョニングサーバ。
（項目１６）　前記第１サービスブランドに基づき前記アプリケーションは、前記第１携
帯電話の前記メモリへパラメータを無線通信により書き込み、前記複数のジェネリック携
帯電話にインストールされるファームウェアの休止状態にある機能を有効化する、項目１
４または１５に記載のサービスアウェアネスプロビジョニングサーバ。
（項目１７）　前記アプリケーションはさらに、前記第１携帯電話と関連付けられたサー
ビスプランを分析し、前記アプリケーションは、前記第１携帯電話と関連付けられた前記
サービスプランに少なくとも部分的に基づき、前記第１コンテンツの参照を書き込む、項
目１４から１６のいずれか１項に記載のサービスアウェアネスプロビジョニングサーバ。
（項目１８）　前記複数のジェネリック携帯電話のそれぞれにはＡｎｄｒｏｉｄ実行プラ
ットフォームがインストールされ、前記第１コンテンツおよび前記第２コンテンツは、前
記Ａｎｄｒｏｉｄ実行プラットフォームで利用され得るよう認証される、項目１４から１
７のいずれか１項に記載のサービスアウェアネスプロビジョニングサーバ。
（項目１９）　前記複数のジェネリック携帯電話のそれぞれは単一の認証処理により認証
される、項目１４から１８のいずれか１項に記載のサービスアウェアネスプロビジョニン
グサーバ。
（項目２０）　前記複数のジェネリック携帯電話は、１つの在庫保管単位（ＳＫＵ）番号
と関連付けられる、項目１４から１９のいずれか１項に記載のサービスアウェアネスプロ
ビジョニングサーバ。

【図１】 【図２】
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